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SynopsIS   

ActualvegetationinthecampusofYokohamaNationalUniversltyWaSinvestlgated  
fromspringtoautumn1993・In1968vegetationresearchwascarriedoutwhenthearea  
waspreparedfortheUniversitycampus（Kitagawa，Miyawaki＆Kawamura1968）・  
TheareawasHodogayaGolfCourseandwasmostlycoveredbyZoysiagrassland・  
Insome areas plantations of CastaTWPS乙S Cu坤idata var・Sieboldii，Ci7mamOm乙↓m  

camphoraandChamaecyparisobtusagrew．70buildings（140，016Ⅱf），rOads，Parking  
areasandplaygroundswereconstructedfrom1968・Vegetationonthecampus was  
changedremarkably・Inthisresearch24plantcommunitiesarerecognized・Amapof  
actualvegetationwas drawn with201egenditems・The vegetation was compared  
withthatofHodogayaGolfcoursewhentheUniversltyCamPuSWaSPreParedin1968・  
Resultsoftheinvestigationareasfo1low：1）Progressivesuccessionwasratherslow  
intheforest，2）Intheenvironmentalrestorationforestvegetationis welldeveloped，  

3）successionalmechanismsaranalysed，4）Suggestionsforanecologicalcampus  

museumareproposed．VegetatlOnSuCCeSSion（0Ver25years）fromZoysialawn to  
CornuscontrouersaandQuercusserrataforestscouldbeobservedatsomeplacesbut  
wasveryslow，aSCOmParedwiththeEnvironmentalProtectlOnForestswhichwere  
alreadysimilartonaturalforest．   

た1968年に植生調査が行われ，10の植物群落が記録  

された。その配分は横浜国立大学統合用地現存植生図  

として措かれた。当時記録された現存植生は以下の  

10群落である。1）シラカシ林，2）クスノキ林，  

3）スダジイ林，4）クロマツ・ヒノキ林，5）クヌ  

ギーコナラ林，6）サクラその他の植林，7）ヒメム  

カショモギーコウライシバ群落，8）ホソムギーシバ  

群落，9）カニツリグサーシバ群落，10）ナガハグサー  

シバ群落。   

報告書では帰化植物もふくめた274種のフロラ目録  

が作成されている（北川・宮脇・川村，1968）。   

横浜国立大学は職員および学生総数が10，000人を越  

える大規模な学園地に発展した。当初に提案された自  

然と調和した学園構想はおおむね達成されて，みどり  

の色濃いキャンパスが形成された。   

第1回の植生調査からすでに1／4世紀を経過し，建   

はじめに  

横浜国立大学常盤台キャンパスが旧保土ヶ谷ゴルフ  

場跡に統合移転のための建設を開始して以来25年が  

経過した。その間に453，000Ⅰ正の用地で大規模な土地  

造成が行われ，約5kmの道路や通路，大小約70棟の  

建造物が建設された。   

さらに運動場，駐車場，貯水池などの建設が完成し  

て現在に至っている。キャンパスが大学統合用地となっ   
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設もはぼ一段落した。横浜国立大学キャンパスの植生  

を再度精査し，植生の生態学的な変化，キャンパスの  

自然環境の評価を与えることが本報で試みられた。さ  

らに，研究・教育の場としてのキャンパスでの将来の自  

然環境保全・活用についての一提案も試みられた。   

2）種のリスト作成，3）被度・群度の判定，4）環  

境測定や生育状況などが調査された。土壌硬度は必要  

に応じて山中式硬度計で測定された。   

調査資料は組成表作成手順にしたがい表に組み込ま  

れ，群落が抽出された。抽出された群落の具体的な空  

間配分を地形図上に表したのが現存植生図である。キャ  

ンパス内を踏査した上で現地で描かれた現存植生図の  

原図を基礎に，空中写真（1988年撮影）を使って各植  

生の範囲が確認された。1968年の植生図と比較され植  

生変化の状況が把握された。   

本報で使用されている学名は宮脇・奥田・望月（1983）  

によった。   

Ⅰ．調査地 Studyarea  

横浜国立大学常盤台キャンパスは横浜市の東部中央  

にあり，東京湾から約4kmの距離にある下末吉台地  

上に位置している。キャンパスの北側に滝川が流れ南  

側は国道1号線の通る谷底低地を隔てて運動施設地区  

に連なる（Fig．1）。標高の最低地点は29．5m（正門下），  

最高地点は58．8m（情報処理センター）で，全体が起  

伏のなだらかな台地地形を形成している。   

基盤の地質は固結堆積物の下末吉層でその上を未固  

結堆積物のローム層が厚く覆っているとされる（神奈  

川県農政部，1969）。キャンパス内の露頭でローム層  

を観察することはできるが，下末吉層の露出地は見ら  

れない。   

キャンパスが位置する横浜市の気候は年平均気温  

15．20c，年降水量1569mm，温量指数124で太平洋側  

温暖海洋型気候区を示している（1961～1990年平均，  

国立天文台編，1994）。   

キャンパス用地の大部分は1910年代までは針葉樹と  

広葉樹の山林であり，わずかに畑と水田が散在していた  

（山口他編，1972）。1922年に保土ヶ谷ゴルフ倶楽部用  

地となって1967年まで使用された。1966年にその大部  

分の449，478ポが横浜国立大学用地とされ，1968年釆  

学園建設が進行し，約70棟の建造物（面積140，016rば）  

が建築された。さらに道路通路（延約5500m），運動  

施設，駐車場，圃場，温室，野外音楽堂などが整備さ  

れた。ゴルフ場時代からあった樹林は環境保全のため  

可能な限り残すように計画され，1976年からは環境保  

全林が形成されて積極的な緑地形成が図られてきた。   

Ⅲ．調査結果 Results  

キャンパス内195地点で植生調査が実施され，以下  

の植物群落がまとめられた。キャンパス内の植生は古  

くから強い人為的影響のもとにある。また現在も種々  

の管理下にあり，自然植生ははとんど残存していない。   

森林，低木林，草原に区分して以下にまとめられる。  

A．植物群落 Plantcommunities  

l．森林 Forests   

l）ヤプコウジースダジイ群集（常緑広葉樹林）  

ArdisioTCastanopsietum sieboldii  

Suz．－Tok．etHachiya1951（evergreenbroad－   

1eavedforest）（Tablel）   

平円状の樹冠をもち，冬も深い緑の常緑広葉樹スダ  

ジイが優占する林分はヤプコウジースダジイ群集とし  

てまとめられた。学内でもっとも観察しやすいのは工  

学部付属図書館北側の樹林であり，5月に新葉を出し  

て開花したのち，常に深い緑を保ち，野鳥をはじめと  

する動物群集の生息場所にもなっている（Fig，2）。   

ナガバジャノヒゲ，マンリョウ，ペニシダで区分さ  

れ，スダジイやヒイラギの他にタブノキ，マンリョウ，  

ヒサカキ，キヅタ，ヤツデ，アオキ，シュロ，シロダ  

モなどが高い常在度で生育している。また草本層には  

カブダチジャノヒゲ，ペニシダ， オモト，ジャノヒゲ，  

オオイタチシダなどの常緑草本植物が生育する。群落  

高は15～18m程度で平均出現種数は41種である。典  

型亜群集とクスノキ亜群集に区分された。   

特別な区分種をもたない典型亜群集は工学部地区と  

南部樹林地区にあり，やや乾燥した浅い表層土壌の立  

地に生育している。この2つの林分は地形からみると  

本来は連続していたと推察される。   

Ⅱ．調査方法 Studymethods  

調査ほ1993年5月から11月にかけて植生調査および  

現存植生図作成が行われた。調査方法はBraunTBlan－  

quetおよびT辻Ⅹenによる植物社会学的方法を基礎に  

行われた（宮脇編，1967；Fujiwara，1987）。   

Braun－Blanquet（1964）およびTtixenによる植  

物社会学的調査方法は植物群落の比較†分類，植物群  

落と立地，人為的影響などの環境要因との関係を把握  

しやすい。それぞれの植分において1）階層区分，  
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TablelArdisio－Castdnopsietumsieboldiiヤプコウジースダジイ群集   
a：Typicalsubassociation典型亜群集   
b：Subassociation with Cinnamomum camphoraクスノキ亜群集   
bl：Typicalvariant典型変群集   
b2：Variant with Acer plamatunイロハモミジ変群集  

群落区分   

通し番号  

調査番号  

調査年月日  

調査面積（ポ）  

i毎抜高（m）  

方位  

傾斜（○）  

高木第一層の高さ（m）  

高木第一層の植被率（痔）  

高木第二層の高さ（m）  

高木第二膚の植被率（椚  

低木層の高さ（m）  

低木層の稽被率（射  

草本層の高さ（m）  

草本層の植被率（射  

出現種数  

Community type：  

Relev占reference number：  
Originalrelev6nu血ber：  
Relev6date：  

Relev昌size（ポ）：  

Al亡itude（m）：  

Aspect：  
Slope（○）：  

Height of treelayer－1（m）  
Cover of treelayer－1（％）：  
Height of treelayer－2（m）  
Cover of treelayer－2（劣）：  
Height of shrublayer（m）：  
Cover of shrublayer（褒）：  
Height of herblayer（m）：  
Cover of herblayer（％）：  
Number of species：  
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出現回数1回の種Additionalspecies occuring oncein relev6reference no．1：Camellia   
japonicaヤブツバキS－＋，H一＋，IlexintegraモチノキS－＋，H－＋，Pittosporumtobiraトベラ   
H－＋，Prunus grayanaウワミズザタラS－＋，Smilax chinaサ］L／トリイバラH－＋，Youngia  
japonicaオニタビラコH－＋，Smilax 

． 

Tl－2・2，PrunusjamasakuraヤマザタラT2－2・3，Vioユa grypocerasタチッボスミレH－＋，   
DryopterislaceraクマワラビH－＋，CarexleucochloraアオスゲH－＋，Osmunda japonicaゼン  
マイH－＋，LigustrumlucidumトウネズミモチH－＋，Ficus 

． 

Cymbidium goeringiiシュンランH－＋，Rosa multifloraノイバラHr＋，阻steria floribundaフ   
ジtl－＋，Desmodium oxyphyllumヌスビトハギH一＋，Disporum sessileホウチャクソウH－＋，   
Sceptridium ternatumフユノハナワラビH－＋，Rubus palmatus var．coptophylユusモミジイチ  
ゴH－＋，．nO・4：QuercusacutissimaクヌギTl－1・1，CedrusdeodaraヒマラヤスギTl－2・2，   
StyraxJapOnicaエゴノキS－＋，Ma11otus japonicusアカメガシワS－＋，Broussonetia   
kazinokiコウゾS－＋，Dendropanax trifidusカタレミノS－1・2，H－＋，Dioscorea japonicaヤマ   
ノイモS－＋，Opユismenus undulatifoliusケチヂミザサH－＋，Poユystichum   
fibrilloso－Paleaceumアスカイノデか＋，ViburnunawabukiサンゴジュH－＋，Zantもoxyユum   
piperitumサンシヨウH－＋，Dryopteris varia var．setosaヤマイタチシダH－＋，nO．5：   
Liquidamber styracifluaモミジバフウTl－1・2，Canellia sasanquaサザンカT2－1・1，   
Euonymus畠1atus f．ciliatodentatus コマユミ S－＋，Symplocos chinensis var．leucocarpa f．   
pilosaサワブタギS，＋，Kerria japonicaヤマブキS・2・2，Euonynus sieboldianusマユミ   
S－＋・2，Dryopteris hondoensisオオペニシダH－＋，沌agnolia kobusコブシH－＋，Cal1icarpa   
mollisヤプムラサキH一＋，Araユia cordataウド月－＋，nO．6：Rhus syユvestrisヤマハゼT2一＋，   
Cocculus orbiculatusアオツヅラフジH－＋，AI匂isia japonicaヤプコウジH－＋，Cephalotaxus   
harringtoniaイヌガヤH一＋．   
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Fig．2 建造物に囲まれたヤプコウジースダジイ群集（工学部地区）。  

AnArdisio－Castanopsietum siebaldiiforestonthecampus，SurrOunded  

byacademicbuildings．   

クスノキ亜群集はクスノキ，サネカズラ，ナガバ  

ジャノヒゲ，イヌワラビで区分される。この亜群集は  

周辺が他の樹林に接し，適湿あるいは深い土壌の立地  

に生育する。クスノキ亜群集はさらにイロハモミジと  

チャノキで下位区分される林分がみとめられる。北部  

樹林地区にみられ，この林分では林内に光が少ないた  

めキヅタは草本層から上には上らず，ヤツデも草本層  

にだけあって，0．5m以上の低木層にまで伸びていな  

い。   

ヤプコウジースダジイ群集はアカガシーンラカシ群  

団，シキミーアカガシオーダー ，ヤブツバキクラスに  

体系づけられている（藤原，1981）。   

キャンパス内のヤプコウジースダジイ群集を構成す  

るスダジイの大木は旧ゴルフ場時代に植栽され，その  

後に枝打ちなどの管理をされた跡が残っている。1968  

年当時もまだ常緑広葉樹林とみとめるはど安定してい  

なかったようである。今回学内6か所で植生調査した  

結果，いずれも常緑広葉樹種が多数生育し，安定した  

4層構造をもつ常緑広葉樹高木林に発達しており，ヤ  

プコウジースダジイ群集にまとめられた。  

2）ェゴノキーコナラ群落（夏緑広葉樹林）  椙   

Styraxjaponica－Quercusserratacommunity   

（summergreenbroadTleavedforest）（Table2）   

キャンパス内で高木層に生育する夏緑広葉樹コナラ  

で特徴づけられる夏緑広葉樹林は，2か所の植生調査  

資料がまとめられた。コナラ，ハンショウゾル，ヤマ  

コウバシ，オカウコギで区分され，エゴノキ，カマツ  

カ，ナツヅタ，ケヤキなどコナラーミズナラオーダー  

にまとめられる夏緑広葉樹の種群が生育している。ま  

た，林内にはネズミモチ，ヤツデ，マサキ，マンリョ  

ウ，シュロなどヤブツバキクラスにまとめられる常緑  

の種群も生育している（Table2，24）。   

中央地区のコナラ林分（植生調査番号167）は25年  

前のシバ草地に発達生育したもので群落高が10m，  

出現種数も28種と少ない。北部樹林地区のエゴノキー  

コナラ群落（植生調査番号110）は旧ゴルフ場時代か  

ら存続していたコナラ林である。25年経過した現在で  

は亜高木層にスダジイ，シロダモ，ヒサカキなど常緑  

広葉樹種が30％を占める林となっている。出現種数62  

種で群落の高さは16mと高い。人為的な管理がされな  

いままで放置されているが，常緑広葉樹林への遷移は  

きわめて緩慢である。   
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3）ヤマザクラーミズキ群落（夏緑広葉樹林）   

Pr乙↓花比S ノαmαSαゐ比rα一Cor71㍑S CO7扉rouersα   

community（summergreen broad－1eaved  
forest）（Table3）   

高木のミズキが優占する夏緑広葉樹林はヤマザクラー  

ミズキ群落としてまとめられた。ミズキの樹幹は灰色  

で直立した幹から車軸状の枝を出し，5月には白花を  

つけ，果実は野鳥に好まれる。キャンパス内ではいた  

るところでミズキの芽生えをみることができ，群落と  

してまとまったミズキ林も各地区に散見される。9つ  

の調査結果から夏緑広葉樹のミズキ，ヤマザクラ，エ  

ノキ，ムクノキ，ケヤキ，クマノミズキを区分種とし  

てヤマザクラーミズキ群落としてまとめられた。 群  

落の構造は3あるいは4層構造で，群落の高さは11～  

16mである。出現種数は28～74とばらつきがあり，平  

均種数は41種である。   

ヤマザクラーミズキ群落は特別な区分種をもたない  

典型下位群落，ネズミモチ他で区分されるネズミモチ  

下位群落に区分された。   

典型下位群落は常緑広葉樹種を全くもたず，出現種  

数も最も少ない28種であった。工学部地区の貯水池北  

側の群落で，年に1～2回の下草刈りと林床部清掃の  

管理がされている。この群落のミズキは樹高14mにな  

り，エノキとともに高木層をっくる。低木層にヌルデ  

の植被率が高い。ヌルデが遷移初期の低木林を形成す  

ることから、，低木林からの進行遷移を考察する資料と  

しての意味が大きい（Fig．3）。   

ネズミモチ下位群落は常緑広葉樹種のネズミモチ，  

アオキ，ヤツデ，シュロ，ナンテンで区分される。典  

型群落の立地と比較して深く適湿な土壌の立地に生育  

している。高木層の植被率が80％以上と高く，4層構  

造が発達して夏は林床が暗くなる。   

マサキ，シログモ，カブダチジャノヒゲ，マンリョ  

ウなどの種群で区分されるマサキ下位単位の立地はさ  

らに深い土壌の立地である。高木層の植被率は80％以  

上となり平均出現種数も42種となる。  

1968年の植生調査報告にはミズキ群落は記録されて  

いない。植生調査番号1のミズキ群落地は，1968年に  

はホソムギーシバ群落であった。25年間で遷移はヤ  

マザクラーミズキ群落にまで進行したと考えられる  

（Fig．4）。   

ミズキが優占する群落は関東地方の台地に生育する  

陽地生夏緑広葉樹二次林の一つであり，植物社会学的  

な位置づけは今後の課題としたい。  

4）環境保全林（常緑広葉樹植栽地）   

Environmentalprotection forest（affores－   

tation with evergreen broad－1eaved trees）   

（Table4）   

キャンパスの建設造成工事で大面積の裸地や草地が  

広がった。植生調査結果を基礎にこれらの裸地に1976  

年以来常緑広葉樹種による森づくりが継続されてきた。   

この林分は現在，植生の高さが14m，植被率90％の  

4層構造の常緑広葉樹林にまで成長している（Miyawaki  

＆Fujiwara，1988；Fujiwara，Hayashi＆Miyawaki，  

1993）。環境保全林の12の植生調査結果がまとめられ  

た（Flg．5）。   

植栽当初50cmはどだったアラカシ，タブノキ，シ  

ラカシ，クスノキ，スダジイは密植による群落内の競  

争によって成長には差がみられるが，低木層以上を占  

めている。環境保全林は密植のために林内の光線が極  

度に不足するので陽地生の雑草がなく，草本層の植被  

率が低い。アラカシ，タブノキ，㌢ラカシ， 

はすでに結実した種子から2代目が成長をはじめてい  

る。保全林の林床には野鳥によって種子が運ばれたと  

みられる陰樹の芽生えが多い。   

植生調査結果から典型下位単位とシュロ下位単位が  

区分され，後者はさらに典型下位群とヤブツバキ下位  

群に区分された。   

典型下位単位は1979～1980年に植栽された環境保全 亜  

林でまとめられた。植生高は8m以下で2層ないし3  

層構造である。野外音楽堂と正門通路の1部で観察さ  

れた。ヤブツバキクラスの種類ははとんど生育してい  

ず，全体の出現種数も平均15種と少ない。   

シュロ下位単位は常緑種のシュロ，ネズミモチ，マ  

サキ，キヅタとその他にハリエンジュやドクダミで区  

分される。1976年から植栽された保全林であり，出現  

種数も平均が24種とやや多くなる。シュロ下位単位で  

は植栽木は十分に成長し，開花結実して多量の種子を  

実らせた。1993年は特にアラカシの結実が顕著であっ  

た（Fig．6）。   

シュロ下位単位でヤブツバキ，ムクノキ，ヒサカキ，  

マンリョウ，トコロ，ジャノヒゲで区分されるヤブツ  

バキ下位群は12m以上の高木林となり植被率は90％以  

上で，林内には陽光が届かず暗い。この下位群では構  

成種の30～50％が常緑の種で占められる。   

環境保全林は幅の狭い林分ではあるが植栽樹の枝が  

発達して自らマント群落の機能をもち，林内への光線  

や風の侵入を防いでいる。図書館北側や正門入り口通  

路に典型的な林分がみられる。保全林の下枝が伐採さ  

れた部分にはつる植物のマント群落が形成されている   
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植分もある。当初，裾模様として植栽されたツツジ類は  

陽光不足のために樹勢が弱く開花も少なくなっている。   

環境保全林は郷土種（潜在自然植生高木種）を主木  

として幼樹植栽された樹林であるが，常緑広葉樹林と  

してわずか15年で林冠の密閉した林分にまで発達した。  

自然の進行遷移との比較考察の資料となる。  

5）クスノキ植栽林   

Ci7mamOmumCamPhoraplantation（plan－   

tation with evergreen broad－1eaved tree）   

（Table5）   

キャンパス内でもっとも樹高が高く，常緑の列状緑  

地を形成しているのがクスノキ植栽林である。群落の  

優占樹クスノキは高さ20mを越し，胸高直径が100cm  

以上の大樹もある。旧ゴルフ場時代に列植されたこと  

は明らかで，スダジイのような枝打ちの管理もされず  

樹姿も真っすぐに伸びている。植栽後，相当の年数が  

経過しているのでクスノキ植栽林はすでに4層構造と  

なり，アオキ，シュロ，ネズミモチ，キヅタ，シロダ  

モなどの常緑樹種が多く生育している。また，群落の   

幅が狭く，林内には日光が入りこむためミズキ，エノ  
キ，ヤマグワなどの陽樹の混生も多く，平均出現種数  

Table5Cinnamomum camphora・forestクスノキ植栽林  
a：UndermitwithEuryajapnicaヒサカキ下位単位   
b：Under unit with CastanopsIS CuSPidata var．sieboldiiスダジイ下位単位  

群落区分  

通し番号  

謝査番号  

調査年月日  

調査面積（ポ）  

海抜高（m）  

方位  

傾斜（○）  

高木第一層の高さ（m）  

高木第一層の植被率（酎  

高木第二層の高さ（m）  

高木第二層の植被率（椚  

低木層の高さ（m）  

低木層の植被率（射  

草本層の高さ（m）  

草本層の植被率（射  

出現種数  

Community type：  
Relev6reference number：  
Originalrelev昌number：  
Relev6date：  

Relev毒size（戒）：  

Altitude（m）：  

Aspect：  
Slope（○）：  

Height of treelayer－1（m）  
Cover of treelayer－1（＄）：  

Height of treelayer－2（m）  
Cover of treelayerq2（＄）：  
打eighFofshrublayer（m）：  
Cover of shrublayer（％）：  
Height of herblayer（m）：  
Cover of herblayer（％）：  
Number of species：  

4
7
3
0
0
4
0
4
u
鞘
2
0
0
1
0
5
0
0
0
0
4
 
 
 
0
9
 
 
 
 
只
U
5
N
い
 
 
り
′
】
0
0
1
4
 
・
【
／
 
・
4
4
 
 

1
 
 

3
 
 

2
 
 
0
 
 

3
1
3
1
良
U
∧
U
 
n
′
■
L
－
・
凸
ユ
0
0
ハ
U
3
0
4
0
0
 
 
 
9
9
1
 
 
良
じ
こ
J
 
 
 
 
 
？
′
】
9
1
3
 
 
7
 
・
3
4
 
 

1
 
 

3
 
 

0
 
 
 

2
2
3
1
良
U
 
O
7
〓
墨
5
0
0
5
0
3
0
0
0
0
8
 
 

9
9
1
 
 
0
5
 
 
 
 
2
0
0
1
2
 
 
良
U
 
・
3
3
 
 

1
 
 

3
 
 

0
 
 
 

1
3
つ
J
 
l
貞
U
 
O
7
L
一
2
0
4
ハ
リ
4
0
1
〇
ハ
U
4
 
 

9
9
1
 
 
0
5
 
 
 
 
 
2
0
0
1
2
 
 
■
一
ヘ
リ
 
・
4
3
 
 

1
 
 

3
 
 

0
 
 

群落区分種   

クスノキ  

下位単位区分種   

ヒサカキ  

ジャノヒゲ   

ヤマノイモ   
アオツヅラフジ  

スダジイ  

ヒイラギ  

ヤブニッケイ  

キブシ   
ガマズミ   

ヤブラン   

オモト   
モミジイチゴ  

Differentialspecies of community：   
Cinnamomum camphora  

Differentialspecies of under unit：   
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Castanopsis cuspidata var．sieboldii  
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ヤブツバキクラスの横徴種及び区分種   Character and differential species 
Of Cane11ietea japonicae：   
Aucuba japonica  

Trachycarpus fortunei  

Ligustrum japonicum  

Hedera rhombea  

Neolitsea sericea   

Ophiopo甲nj甲Onicusvar・CaeSpitosus   
FatsiaJapOnlCa  

Kadsura japonica   
Euonynus japonicus   
Stauntonia hexaphylla  
Companion species：   
Cornus controversa  

Celtis sinensis var．japonica  

Parthenocissus tricuspidata  

Dloscorea tokoro   
門orus bombycis   

Houttuynia cordata   
Aphananthe aspera  
Idesia polycarpa  

Pleioblastus chino   
Lonicera japonica   
Disporum sessile   
Cayratia japonica   
軸ilax riparia var．ussuriensIs   
Polygonum filiforme   
Athyrium niponicum   
Prunus grayana   
Callicarpa japonica   
Rosa multiflora   
Akebia trifoliata   
Zelkova serrata  
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出現1回の種Additionalspeciesoccu卓ngnCeinrelev6referenceno・1：Ligustrum  
lucidumトウネズミモチT2－＋，RhusJaVanlCaヌルデS－＋，H－＋，Clerodendron trichotonumク   
サギS一＋，Celastrus orbiculatusツルウメモドキS－＋，Vioia grypocerasタチッボスミレ   
H－＋，Commelina communisツエクサH－＋，nO．2：Chamaecyparis obtusaヒノキT2－1・1，   
Kalopanax pictusハリギリS－＋，Sambucus sieboldianaニワトコS－＋，Broussonetia   
kazinokiコウゾS－＋，Camellia japonicaヤブツバキS－＋，H－＋．，Paederia scandens var．   
maireiへクソカズラH－＋，Akebia quinataアケビH－1・2，Festuca parviglumaトボシガラ   
H－＋，Laurus nobilisゲッケイジュH－＋，Ligustrum obtusifoliumイボタノキH－＋，nO．3：   
PrunuS jamasakuraヤマザタラTl－1・l，Wisteria floribundaフジSr＋，Pourthiaea villosa   
var．1aevisカマツカS－1・2，CornuS brachypodaクマノミズキS－＋，Euonymus sieboldianus   
マユミS－2・2，CarexlentaナキリスゲHr＋，Robinia pseudoacaciaハリエンジュ抒T＋，  
Desmodiumoxyphyllumヌスビい、ギH－＋，OphiopogonplaniscapusオオバジャノヒゲH－2・2，   
Ophiopogon ohwiiナガバジャノヒゲH－＋，nO．4：StephanandralnCisaコゴメウツギS－＋，   
Euonymus sieboldianusマユミ S－2・2，Nandina domesticaナンテンS－＋，Pittosporum   
tobiraトベラS－＋，Arisaema japonicumマムシグサH－＋，Gynostemma pentaphyllumアマチャ   
ヅルH－＋，Oplismenus undulatifolius var．japonicusコチヂミザサH－＋，Ampelopsis   
brevipedunculataノブドゥH－＋，Smilax chinaサルトリイバラH－＋．  
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は39種を示している。常緑広葉樹林内では本来はふ  

くするキヅタやナツヅタがクスノキ植栽林では光が侵  

入するため，高木層まで上昇している。   

ヒサカキ，ジャノヒゲ，ヤマノイモ，アオツゾラフ  

ジで区分される下位単位は工学部地区にあり，群落の  

幅が狭く，しかも他の樹林と隣接していない。   

スダジイ，ヒイラギ，ヤプニッケイなどで下位区分  

されるスダジイ下位単位は他の樹林と隣接していて土  

壌湿度も適度な立地に生育する。旧ゴルフ場の時代に  

境界木として植栽されたクスノキは周辺の住宅が密集  

してきたためにやむを得ず大規模な枝打ちを強要され，  

すでにクスノキ独特の樹形や樹林の形態をしていない  

所もある。   

クスノキ植林は関東地方以南のヤブツバキクラス域  

の丘陵や台地に生育する植栽樹の常緑広葉樹林として  

位置づけられる。  

6）クロマツ植栽林   

PiTWSthunbergiiplantation（Table6）   

クロマツの植栽林は4地点で調査された。1986年当  

時にはクロマツやヒノキの植林がかなりの面積を占め  

ていたが，現在ではまとまった植分は少ない。正門付  

近には整枝や下草刈りを度々行なって庭園的景観が保  

たれたクロマツ植林がある（植生調査番号150，151）。  

クロマツ植栽地の林床へば人が入り込み，踏圧を受け  

るので踏み跡群落やシバ草原と類似した植物種群が生  

育している。クロマツ植栽林はツルボ，へラオオバコ  

などで群落区分がされる（Table24）。   

林床植生によってオニウシノケグサ下位単位とシ  

バ下位単位の2つのタイプが認められた。   

オニウシノケグサ下位単位はオニウシノケグサ，カ  

タバミ，スズメノカタビラ，オランダミミナグサ，ヨ  

モギ，シロツメクサで区分される。このクロマツ植栽  

林は特に激しい踏圧，下草刈りと表土の撹乱を受けて  

いる。運動施設地区と正門の南側クロマツ植栽地がこ  

の植分である。   

林床の受ける踏圧がやや少ない植分ではシバ，トダ  

シバ，チガヤなどの多年生草本植物で特徴づけられる  

シバ下位単位がみとめられる。正門南側と教育学部地  

区でみられる。いずれも庭園的な植栽地である（植生  

調査番号151，163）。  

Table8Pinus thunbergiiplantationタロマツ植栽杯   
a：Uhder unit with Festuca arundinaceaオニウシノケグサ下位単位   
b：Under unit with Zoysia japonicaシバ下位単位  

群落区分  

通し番号  

鍋査番号  

調査年月日  

調査面積（ポ）  

海抜高（m）  

方位  

傾斜（8）  

高木第一層の高さ（m）  

高木第一層の植被率（射  

高木第二層の高さ（m）  

高木第二層の植被率（別  

儀木屑の高さ（m）  

低木層の植被率（椚  

草本層の高さ（m）  

草本層の植被率（射  

出現種数  

Community type：  
Relevireference number：  
Originalrelev昌number：  
Relev6date：  

Relev古size（ポ）：  

Altitude（m）：  

Aspect：  
Slope（0）：  

Height of treelayer－1（m）  
Cover of treelayer－1（％）：  

Height of treelayer－2（m）  
Cover of treelayer－2（射：  
Height of shrublayer（n）：  
Cover of shrublayer（射：  
Height of herblayer（m）：  
Cover of herblayer（射：  
Number of species：  
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Differentialspecles of community：   
Pinus thunbergii   
Castanopsis cuspidata var．sieboldii  
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下位単位区分種   

オニウシノケグサ●   

カタバミ   

スズメノカタビラ   

オランダミミナグサ   

ヨモギ   

シロツメタサ  

シバ   
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ハルジオン  

Differentialspecies of under uhit：   
Festuca arundinacea   
Oxalis corniculata   
Poa annua   
Cerastium glomeratum   
Artemisia princeps   
Trifolium repens  

Zoysia japonica   
Arundinella hirta  
Imperata cylindrica var．koenigii   
Hydrocotyle mariti皿a  
Co罰岬anion species：   

Gnaphalium purpureum   
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Pleioblastus chino   
Paederia scandens var．mairei   
和orus bombycis   

Commelina communis   
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出現1回の種Additionalspecies occuring oncein relev6reference no．1：Houttuynia   
cordataドクダミH－＋，TrachycarpuS fortuneiシュロH－＋，Taraxacumofficinaleセイヨウ   
タンポポH－1・2，Oplismenuヲundulatifoliusvar・japonicusコチヂミザサH－＋，Rumex   
acetosaスイバH－＋，VeronlCa PerSicaオオイヌノブグリtl一＋，Fatoua villosaクワクサ   
H－2・2，Luzula capitataスズメノヤリH－＋，Achyranthes japonicaイノコズチH－＋，   
Sambucus sieboldianaニワトコロ－＋，Justicia procumbens var．1eucanthaキツネノマゴ  
H－＋・nO・2：Quercuss苧rrataコナラT2－1・1，Hr＋，Piceajezoensisvar・hondoensisトウヒ   
T2－1・1，Quercus myrslnaefoliaシラカシT2－2・2，Bromus catharticusイヌムギtI－＋，  
AgropyronracemiferumアオカモジグサH－＋・2，PolygonunlongisetumイヌタヂH－＋・2，   
VeronlCaarVenSisタティヌノブグリH－＋・2，Plantago asiaticaオオバコH－1・2，Rume又   
conglomeratusアレチギシギシH－＋，SonchusoleraceusノゲシH－＋，Ampelopsis   
brevipedunculataノブドゥH－＋，EquisetumarvenseスギナH－＋，Erechtiteshieracifolia   
ダンドボロギクH－＋，Robinia pseudoacaciaハリエンジュH－＋，Eragrostis ferrugineaカゼ  
クサH－＋，Kyllinga gracillimaヒメタグH－＋，nO．3：tlypochoeris radicataブタナtI－2・3，   
Polygala japonicaヒメハギH－1・2，Digitaria violascensアキメヒシバH－＋・2，Arthraxon   
hispidusコブナグサH－＋・2，Hydrocotyle maritimaノチドメtI－＋・2，Setaria glaucaキンエ   
ノコロH－＋，CareXnerVataシバスゲ胃－＋・2，Asterageratoidesvar・0VatuSノコンギク   
tl－＋，PaspalumthunbergiiスズメノヒエtI－＋，nO．4：CeltissinensISVar．japonicaエノキ   
T2－2・2，H－＋・2，PrunusjamasakuraヤマザタラT2－1・1，Wisteria floribundaフ．ジS－＋2，   
Pourthiaea villosa var．1aevisカマツカS－＋，Clethra barbinervisリヨウプS－＋，   
SceptridiumternatumアユノハナワラビH－＋，ParthenocissustricuspidataナツヅタH－＋，   
Cocculus orbiculatusアオツヅラフジH－＋，GeraniumthunbergiiゲンノショウコH－＋，   
PaspalumdilatatumシマスズメノヒエH一十・2，Lonicera japonicaスイカズラH－2・2，  
ZanthoxylumpiperitumサンシヨウH－＋，CorヮusbrachypodaクマバズキH－＋，和allotus   
japonicusアカメガシワH一＋，Yourlgia japonlCaオニタビラコH－＋，Farfugiumjaponicumツ   
ワブキH－＋，CarexlanceolataヒカゲスゲH－＋，Eurya japonicaヒサカキH一＋，Cinnamomum   
canphoraクスノキH－＋，ErigeronsumatrensisオオアレチノギクH－＋．   



52   

7）サクラ植栽林   

Pru7uLSSPP．Plantation（Table7）   

3月から4月にかけてキャンパス内ではさまざまな  

サクラが開花し，6月には結実して野鳥を招いている。  

植栽された園芸種もあれば野生の種類も混生して，そ  

の区別は判然としないが，4か所の植生調査資料がま  

とめられた。樹種はサトザクラ系，オオシマザクラ  

系，エドヒガン系にイヌザクラとウワミズザクラで  

あった。林床植生の違いによってチガヤ下位単位とネ  

ズミモチ下位単位とに区分された。   

チガヤ，ススキ，セイタカアワダチソウの種群で区  

分されるチガヤ下位単位（植生調査番号194，195）は林  

床が絶えず踏まれたり，年に数回の下草刈りが行われ  

ている植分である。工学部地区と経済経営学部地区で  

調査された。植生調査番号194番のサクラ植栽地は野  

外音楽堂の完成後，切土上に植栽されたもので10数年  

経過して8mの樹高となっている。   

ネズミモチ，クスノキ，ヤツデの種群で区分される  

ネズミモチ下位単位は林床の草刈りがされず，常緑の  

種が10種以上生育している。植生調査番号164の植栽  

地は兼六熊谷など大型の美花をつける品種の植栽地で  

ある。北部樹林地区のサクラ林（植生調査番号113）は  

野生のオオシマザクラとイヌザクラを主とする。林床  

にはアズマネザサが密生して林内へ立ち入ることが困  

難な状況にある。旧ゴルフ場時代にはクロマツ林だっ  

た場所であり，マツの衰退とともに野生のサクラ類が  

成長したものと考えられる。  

8）ケヤキ植栽林   

Zelhouaserrataplantation（Table8）   

北部樹林地区のケヤキが優占する林分が調査された。  

20mにもなるケヤキが列状に生育しており，旧ゴルフ  

場時代の植栽林と考えられる。林内にはアオキ，ヒサ  

カキ，シログモ，ヤプニッケイ，マンリョウ，ジャノ  

ヒゲ，シュロ，オモトなどヤブツバキクラスの種群が  

生育している。メダケとアズマネザサは高い被度で生  

育し，アケビ，ミツバアケビ，へクソカズラ，アオツ  

ゾラフジなどのつる植物の種類も多い。林内には人の  

侵入は少なく林床は良く保存されていた。このケヤキ  

植栽地は植生調査の1か月後に主枝が大量に伐採され，  

林床植物も刈り取りされた。  

Table7Prunus spp．plantationサクラ植栽杯   
a：Under unit withImperata cylindrica var．koenigiiチガヤ下位単位   
b：t）nder unit with Ligustrum japonicumネズミモチ下位単位  

群落区分  

通し番号  

調査番号  

謝査年月日  

調査面積（ポ）  

海抜高（m）  

方位  

傾斜（○）  

高木第一層の高さ（m）  

高木第一層の楢被率（椚  

高木第二層の高さ（m）  

高木第二層の植被率（別  

儀木層の高さ（m）  

低木層の植被率（椚  

草本層の高さ（m）  

草本層の植被率（射  

出現種数  

Community type：  
Relev6reference number：  
Originalrelev6number：  
Relev6date：  

Relev6size（mf）：  
Altitude（m）：  

Aspect：  
Slope（0）：  

Height of treelayer－1（m）  
Cover of treelayer－1（＄）：  

Height of treelayer－2（m）  
Cover of treelayer－2（％）：  

Height of shrublayer（m）：  
Cover of shrublayer（＄）：  
Height of herblayer（m）：  
Cover of herblayer（＄）：  
Number of species：  

1  2  3  4  
194195164113  
93 93 93 93  
1111 10  8  
10 10 23  5  
80 64 300 400  
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Plantedtree：  
Prunuslannesanavar・SPeCiosa（il）  
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下位単位区分種   

チガヤ   

ススキ   

セイタカアワ   

ニワゼキショ   

コナスビ   

ヨモギ   

ケヤキ   

ヤハズソウ  

Differentialspecies of under unit：  
Ⅰ叩erata Cyユindrica var．koenigii   
Miscanthus sinensis   
Solidago altissima   
Sisyrinchium atlanticum   
Lysimachia japonica   
Artemisia princeps   
Zelkova serrata   
EuⅢmerOWia striata  

Ligustrum japonicum   
Cinnamomum campbora   
Fatsia japonica  

Dioscorea japonica   
Dioscorea tokoro  
Companion species：   
Lonicera japonica   
珂orus bombycまs   

Pユeioblastus cbino   
Berchemia racemosa   
Cayratia japonica   
Celtis sinensis var．japonica   
Carexlanceolata  
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出現1回の種Additionalspecies occuring oncein releve reference no．1：Prunus persica   
ハナモモT2－＋，Prunus ansアンズT2一＋，Enkianthus perulatusドウダンツツジS－2・2，   
Prunus mumeウメS－＋，TaraxacumofficinaleセイヨウタンポポH－＋・2，Oxalis corniculata   
カタバミH－＋・2，PlantagolanceolataヘラオオバコH－＋，Erigeron annuusヒメジョオン   
r）－＋，Akebia trifoliataミツバアケビH一＋，Rosa multifloraノイバラー＋，Akebia quinata   
アケビH－＋，EquisetumarvenseスギナH－＋，Luzula capitataスズメノヤリH－＋，Agropyron   
raceniferumアオカモジグサH一＋，Setaria glaucaキンエノコロ打－＋，Gnaphalium purpureum   
チチコグサモドキtl－＋，Polygonumcuspidatumイタドリロー＋，nO．2：Prunus jamasakuraヤマ   
ザタラT2－3・3，Ginkgo biユobaイチョウT2－1・2，Gardenia jas皿inoides f．grandifloTaクチ   
ナシS－＋，HydrangeamacrophyilaアジサイS－＋，Phyllostachys bambusoidesマダケS－＋，   
Artbraxon bispidusコブナグサH－＋，Festuca ovinaウシノケグサH－3・3，Erigeron   
philadelphicusハルジオンロー＋，恥sla punctulataイヌコウジュH－1・2，Commelina   
communisツエクサn－1・2，Carex nervataシバスゲH－＋，Setaria viridisエノコログサ   
tI－＋，Liriope minorヒメヤプランR一＋・2，tlouttuyniacordataドクダミ任－＋，Lycoris   
radiataヒガンバナH－1・1，Sagina japonicaツメタサH－1・1，Stellaria mediaコハコベ  
任－＋，Andropogonvir苧inicusメリケンかレカヤ＝・2，Sedumbulbiferumコモチマンネング   
サH－2・2，HypochoerユS radicataブタナH－1・2，Trifolium repensシロツメタサH－1・2，   
Kyllinga gracillimaヒメタグ柑－＋，Gramineae sp．イネ科の種ロー＋，nO．3：Acer   
buergerianumトウカエデT－1・1，S－22，Broussonetia kazinokiコウゾS－2・2，Stewartia   
pseudo－CamelliaナツツバキS－1・1，Ailanthus altissimaニワウルシS－＋，Oplismenus  
undulatifoliusケチヂミザサH－＋，Zanthoxylumpiperitumサンシヨウロー＋，Gynostemma   
pentaphyllumアマチャヅルH－1・1，Picris japonlCaコウゾリナH－＋，Lapsana japonicaヤプ   
タビラコH－＋，伽hlenbergia japonicaネズミガヤH－＋，”elia azedarachセンダンH－＋，   
LigustrumobtusifoliumイボタノキH－＋，Achyranthes japonicaイノコズチ桂一＋，Aster   
ageratoides var．0VatuSノコンギク打一＋，Cornus controversaミズキH－＋，Kalopanax   
pictusハリギリtt－＋，Macleaya cordataタケニグサH－＋，Ophiopogon japonicus var．   
caespitosusカブダチジャノヒゲH－＋，Sa鵬ucussieboldianaニワトコロー＋，Quercus   
myrsinaefoliaシラカシH－＋，Photinia glabraカナメモチtt－＋，Sceptridium ternatumフユ   
ノハナワラビH－＋，Fagara ailanthoidesカラスザンショウH－＋，Camellia japonicaヤブツバ  
キロー＋，Justiciaprocumbensvar・1eucanthaキツネノマゴH－＋，PaederiascandensYar・   
maireiへクソカズラH－1・2，nO．4：Pinus thunberugiiタロマツTl－1・1，Rhus javanlCaヌ   
ルデT2－1・1，Stachyurus praecoxキブシT2－＋，PuerarialobataクズS－＋，Aucuba japonica   
アオキS－十，H－2・2，CocculusorbiculatusアオツヅラフジS－＋・2，Eurya japonlcaヒサカキ   
S－＋，Vitis ficifolia var．lobataエビヅルS－＋，Euonymus sieboldianusマユミS－＋，   
Smilax chinaサルトリイバラS－＋，NeolitseasericeaシロダモS－＋，H－＋，Ardisia crenata   
マンリヨウH－＋，Trachycarpus fortuneiシュロH一＋．   
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ネズミモチとアズマネザサで区分されるネズミモチ  

下位群落はアズマネザサーススキ群集から遷移してき  

たことを示している。しかし，樹高はすでに7mにも  

なっていて3層構造を形成している植分もある。   

ミズキ，ノイバラ，クマノミズキなどで区分される  

ミズキ下位群落は中央地区で記録された。ミズキ群落  

への発達が予測される。   

ヤマグワやヌルデの種子源はキャンパス内で供給さ  

れる。5月のヤマグワ完熟期には多数の野鳥が群がっ  

ていて，種子散布に寄与している。陽樹のアカメガシ  

ワが比較的少ないのは，キャンパス内に種子をっける  

成木が少なく，種子供給が少ないためとみられる。   

ヌルデーヤマグワ群落はススキクラスの植生からの  

遷移進行相と考察される。  

2．低木林 scrubcommunity   

9）ヌルデーヤマグワ群落   

Rhus］aUanica－Mor隼Sbombyciscommunlty   

（Table9）   

建造物の蔭や草地のなかにヤマグワなどの優占する  

低木群落が生育している。ナワシロイチゴ，セイヨウ  

タンポポを区分種とし，ヌルデーヤマグワ群落にまと  

められた。優占種のヤマグワとヌルデは陽地に発芽し，  

他の樹木に比べて成長が早く，陽性の先駆木本植物群  

落をっくる。群落の高さは3mから7mで2層から3  

層の構造となる。亜高木層や低木層の被度が大きく，  

夏季には林床に陽光が十分届かないこともあって群落  

の構成種は平均18種と少ない。ネズミモチ下位群落と  

ミズキ下位群落に区分された。  

Table9Rhus javanica一”orus bombycis communityヌルデーヤマダワ群落   
a：Under unit with Ligustrumjaponicumネズミモチ下位群落   
al：Typicalunder unit典型下位単位   
a2：Under unit with Erigeron annuusヒメジョオン下位単位   
b：Under unit with CornuS COntrOVerSa ミズキ下位群落  

群落区分   

通し番号  

調査番号  

調査年月日  

調査面積（ポ）  

海抜高（識）  

方位  

傾斜（0）  

高木層の高さ（m）  

高木層の植被率（＄）  

低木屠の高さ（m）  

低木層の植被率（削  

草本層の高さ（m）  

草本層の植被率（射  

出現種数  

Community type：   

Relev6reference number：  
Originalrelev6number：  
Relev看date：  

Relev毒size（ポ）：  

Altitude（皿）：  

Aspect：  
Slope（○）：  

Height of treelayer（m）：  
Cover of treelayer（椚：  
Height of shrublayer（m）  
Cover of sbrublayer（射：  
Height of herblayer（m）：  
Cover of herblayer（＄）：  
Number of species：  
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Differentialspecies   
Ligustrum japonicum   
Pleioblastus chino  

Of un由r unit：下位単位区分種  

ネズミモチ  

アズマネザサ   
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出現l回の種Additionalspeciesoccuringonceinrelev6referenceno．1：Rosawichuraianaテリ   
ハノイバラH－2・3，帽etaplexisjapmicaガガイモH－1・2，Ampelopsisbrevipedunculataノブドゥ  
S－1・2，H－2・2，WeigelacoraeensisハコネウツギH－1・2，nO．2：FatsiajaponicaヤツデS－3・4，   

ErigeronsumatrensisオオアレチノギクH－＋，Arthraxonhispidusコブナグサロー＋，Bidens  

PilosaコセンダングサH－＋・2，nO・3PrunuslanヮesミanaYar・SpeCiosaオオシマザクラT－4・4，   
Pinusdensifloraアカマツ H－1・1，CryptotaenlaJapOnlCaミツバH－＋・2，Polygonumfiliforme   
ミズヒキH－＋，nO・4：OplismenusundulatifoliusケチヂミザサH－1・2，Erigeronphiladelphicus  
ハルジオンH－1・2，PolygonumyokusaianaハナタデH－＋，YoungiajaponicaオニタビラコH－＋，  
CarexaphanolepisエナシヒゴクサH－＋，CareXCOnicaヒメカンスゲH－＋，Gynostemma  

PentaphylユumアマチャヅルH一＋，CinnanomumcamphoraクスノキH－＋，Festuca 
． 
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japonicusコテヂミザサH－＋．   
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は低い。ヌルデ，ヤマグワ，エノキ，ムクノキ，イイ  

ギリなどの陽性低木の被度と種数が多い。   

このモウソウチク林は道路に面した南東向きの斜面に  

あり，よく斜光が入り，林内も明るく好陽性の植物も  

多い。モウソウチク林の中心部に通路があって，常に植  

物が踏まれその人為的影響も大きいものと推定されるd   

モウソウチク林は東北地方南部までの主として常緑  

広葉樹林域に植栽され，生育する。  

10）モウソウチク林   

Phyllostachyspubescensbamboogrove   

（TablelO）   

教育学部地区の南側の一角にモウソウチクの生育地  

（面積約250ポ）がある（植生調査番号180）。高木層に  

は地下茎がよく発達したモウソウチクが植被率80％と  

高い。低木層に生育している耐陰性で常緑のヤブツバ  

キクラスの種群はシュロ，ヤツデ，ネズミモチで被度  

Nぐq⊂ヾl  ▼一1  
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11）メダケ群集  

Pleioblastetum simoniiMinamikawa   

1970（Tablell）   

メダケ群集はメダケの密生した常緑低木群落で体育  

施設地区と南部樹林地区で観察された。群落の高さは  

最高6mにもなり，植被率100％の密生した群落とな  

る。メダケの直径も3cmをこえて，群落内へ立ち入る  

のは困難さを伴う。群落の林床は暗く，随伴種は少な  

い。アオキで区分されるアオキ変群集とヤマグワとヨモ  

ギで区分されるヤマグワ変群集とに下位区分された。   

アオキ変群集は植生高の高い密生した群落の中でア  

オキ，シロダモ，ヤツデ，マンリョウなどの常緑広葉  

樹種を伴うのが特徴的である。南部樹林地区でクスノ  

キ植栽林に接して生育している。   

ヤマグワ変群集ではヤマグワやヨモギのはかにへク  

ソカズラ，ヤマノイモ，センニンソウ，スイカズラなど  

のつる植物が低木層にまで生育している。比較的小面  

積の群落で体育施設地区と工学部地区で調査された。   

25年前の統合用地にはこの群落記載はない。樹林地  

区にわずかに散生していたメダケが，人為管理の停止  

とともに急速に増加して，現在の群落にまで発達した  

ものと考えられる。   

メダケ群集の上級単位はエビヅルーセンニンソウ群  

団，ノイバラクラスにまとめられる（村上，1983）。  

TablellPleioblastetum simoniiメダケ群集   
a：Typicalsubassociation典型亜群集   
al：Variant with Aucuba japonicaアオキ変群集   
a2：Variant with”orus bombycisヤマグワ変群集  

群落区分   

通し番号  

調査番号  

調査年月日  

調査面積（戒）  

海抜高（m）  

方位  

傾斜（○）  

高木層の高さ（m）  

高木層の植被率（椚  

低木層の高さ（m）  

低木層の植被率（椚  

草本層の高さ（m）  

草本層の植被率（射  

出現種数  

Community type：   

Relev6reference number：  
Originalrelev6number：  
Relevさdate：  

Relev占size（ポ）：  

Alt比ude（m）：  

Aspect：  
Slope（0）：  

Height of treelayer（m）：  
Cover of treelayer（＄）：  
Heikht of shrublayer（m）  
Cover of shrublayer（劣）：  
Height of herblayer（m）：  
Cover of herblayer（ポ）：  
Number of species：  
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 群集穣緻種   

メダケ   

変群集区分種   

アオキ  

ヤマグワ   

ヨモギ  

随伴種   

ヤプガラシ   

ツエクサ  

Character species of ass．：   
Pleioblastus simonii   

Differentialspecies of variant：   
Aucuba japonica  

Morus bombycis   
Artemisia princeps  
Companion species：   
Cayratia japonlca   
Commelina communis  

H  ・  ＋  ＋  ＋  
H     ＋  ＋  

出現1回の種Additionalspecies occuring oncein relev6reference no．1：Fatsia   
japonicaヤツデS－＋，Neolitsea sericeaシElダモH一＋・2，Ardisia crenataマンリヨウ   
fl－＋，nO．2：Lonicera japonicaスイカズラS－1・2，H－＋，Paederia scandens var．mairei   

へクソカズラH－＋，Akebia quinataアケビH－＋，Clematis ternifloraセンニンソウ   
tI－＋，Celtis sinensis var．japonicaエノキH－＋，nO．3：Metaplexis japonicaガガイモ  
H－＋，EquisetumチrVenSeスギナH－＋，OplismeTuS 

． 

Hydrocotyle maritimaノチドメH－＋，Dioscorea tokoroトコロH－＋，Celastrus   
OrbiculatusツルウメモドキH－＋，Duchesnea chrysanthaヘビイチゴH－＋，Polygonun   
CuSpidatumイタドリH－1・2，Berchemia racemosaクマヤナギH－＋，nO．4：Solidago   
altissimaセイタカアワダチソウH一＋，GynostemmapentaphyllumアマチャヅルH－＋，   
PuerarialobataクズH一＋．   
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トダシバ変群集は中央地区と工学部地区の向陽地に  

生育している。メドハギとトダシバはともに上級単位  

の標徴種でもある。   

ヌルデ変群集はススキ草原に陽樹の低木が芽生えた  

もので，中央地区と工学部地区で記録された。   

ヤマグワ変群集はススキ草原内にヤマグワが混生し  

ている。ヤマグワの被度が25％を超す植分もある。   

キャンパスのアズマネザサーススキ群集にはアズマ  

ネザサの被度が少ない植分もみられる。1968年にはこ  

の群落は報告されていないので，旧ゴルフ場時代にコー  

ス内のアズマネザサははとんど除去され，地下茎の残  

存が少なかったと考えられる。   

アズマネザサーススキ群集はトダシバーススキ群団，  

ススキオーダー，ススキクラスにまとめられる（Miyawaki  

u．Ohba，1970）。  

3．葦原 grassland   

12）アズマネザサーススキ群集  

Arundinario chino－Miscanthetum  

sinensis Miyawaki1971（Table12）   

キャンパス内の草原で草刈り回数が少ない場所には  

イネ科植物を中心とした二次草原が生育している。群  

集標徴種のアズマネザサとともにススキやチガヤが混  

生する。11の植生調査資料からアズマネザサを模倣種  

とし，ノイバラ，ヘビイチゴ，ヤプマメを区分種とし  

てアズマネザサーススキ群集としてまとめられた。群  

落の最盛期にはススキの草丈が3mにもなり白い穂を  

なびかせる草原である（Fig．7）。アズマネザサース  

スキ群集は特別の区分種をもたない典型変群集とメド  

ハギやトダシバで区分されるトダシバ変群集，ヌルデ  

を区分種とするヌルデ変群集，ヤマグワを区分種とす  

るヤマグワ変群集の4変群集がみとめられた。   

典型変群集は構成種数も平均11種と少なく，ススキ  

ぅの株の間にヨモギ，セイタカアワダチソウ，へクソカ  

ズラなどの好窒素性植物が高い常在度で生育する。  

Fig．7 シバ草地跡に生育するアズマネザサーススキ群集（工学部地区）。  

Arundinario chino－Miscanthetum sinensis，WhichreplacedaZo）′S乙a  

］aPOnicacommunity．   
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13）チガヤーススキ群落  

JJ7叩erα己αCツg∠花かょcαVar．COe71よgZZ一〟Zscα花£ん比S   

Sinensiscommunity（Table13）   

キャンパス内で常に刈られている草原はヒメムカシ  

ョモギ，コマツヨイグサ，ナワシロイチゴを区分種と  

してチガヤーススキ群落としてまとめられた。チガヤ  

とススキはともにイネ科の多年生草本植物で，種子生  

産力が強くかっ散布力も大きい。学内の造成地に当初  

は外来牧草やシバが植えられたが，刈り取りなどの管  

理が行われるにしたがいススキやチガヤが侵入してチ  

ガヤーススキ群落に遷移した。この草原は年に数回の  

草刈りとそれに伴う地表部の清掃が行われている。携  

帯草刈り機で地上すれすれの部分が切断され，刈り取っ  

た草と腐植層あるいは表層の土壌まできれいに清掃し，  

草地の外に運び出されている。したがって群落内には  

木本植物はきわめて少なく1年生草本植物の割合が高  

い。植生高0．8～2m，平均植被率90％だが，草刈り後  

には植被率が20％以下となる。   

チガヤーススキ群落はヒメジョオン，ヒメムカショ  

モギ，ハルジオンで区分されるヒメジョオン下位群落  

とワレモコウ，トダシバ，メドハギで区分されるワレ  

モコウ下位群落に区分される。   

ヒメジョオン下位群落は集中管理を特に強く受ける  

群落でヒメジョオン，ヒメムカショモギ，ハルジオン  

で区分される。これらの区分種はキク科の帰化植物で  

種子の分散力が大きく，擾乱地にすぐに侵入する種類  

である。シナグレスズメガヤ，オニウシノケグサなど  

最初に播種された外来牧草やシバも残っている。ヒメ  

ジョオン下位群落にはカタバミ，ブタクサ，アオカモ  

ジグサで区分される下位単位がみとめられる。人の侵  

入によってかなりの踏圧を受ける植分である。   

ワレモコウ，トダシバ，メドハギ，キバナノマツバ  

ニンジンで区分されるワレモコウ下位群落はやや安定  

した刈り取り草原がまとめられた。体育施設地区で人  

の立ち入りがはとんどなく，多年生草本植物の植被率が  

高い植分である。貯水池のフェンス内のチガヤーススキ  

群落は刈り取り後に火入れが行われている（Fig．8）。  

この管理下ではアズマネザサーススキ群集の組成に近  

づいている。  

Fig．8 刈り取り，火入れ管理が行われているチガヤーススキ群落。  

Imperatacylindricavar・COen乙gii－Miscanthussinensiscommunlty，managedby  

Cuttingandburning．   
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では顕著だが冬季には目立たなくなる。キャンパスの  

長大な境界の大部分に金属製フェンスが張り巡らされ  

ており，つる植物群落の主な生育地となっている。  

（1）クズ群落 PLLerarialobatacommunity   

夏季に最も顕著なっる植物群落はクズ群落でセイタ  

カアワダチソウ，ヨモギ，スギナなどの上をクズが高  

い植被率で覆っている。クズの最盛期は6月～10月ま  

でであり，それ以外の時期には好窒素性植物の被度が  

14）クズ群落およびセンニンソウ群集（っる植物群落）   

Puerarialobatacommunity and Clema－   

tidetum terniflorae Miyawakiet   

Fujiwara1968em．MurakamiinMiyawaki   

1983（Vinecommunities）（Table14）   

キャンパスの周囲フェンス上や路傍のつる植物群落  

は表14にまとめられている。つる植物群落の構成種は  

はとんどが夏緑生であり，群落の最盛期の6～10月ま   
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高くなる。  

（2）センニンソウ群集  

Clematidetum te．rniflorae   

エビゾルなどのつる植物をもつ群落はセンニンソウ  

群集としてまとめられた。エビヅルの他にへクソカズ  

ラ，スイカズラ，ツルウメモドキ，ナツヅタのつる植  

物で区分される。主としてフェンス上で観察された。  

キャンパス内のセンニンソウ群集は特別な区分種をも   

たない典型亜群集とアズマネザサ，アメリカセンダン  

グサ，ブタナなどで区分されるアズマネザサ亜群集に  

区分された。   

植生調査番号105の植分では高さ7mのフェンスー面  

をナツヅタやスイカズラなどのつる植物が覆っている。   

センニンソウ群集はエビゾルーセンニンソウ群団，  

ノイバラクラスに所属する（村上，1983）。  
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バの芝の種類によって3つの群落に区分されるが，特  

別に強く結び付く種類は見いだせない。いずれも同じ  

ような生活形をもつシロツメクサやヤハズソウが高い  

常在度で共に生育している。  

（1）シバ群落 Zoッsよαノqpo花王cαCOmmunity   

日本産の野生のシバを区分種としたシバ群落は建造  

物の周辺やグランドの芝生の調査資料からまとめられ  

た。年に数回の刈り込みや絶え間無い踏み付けによっ  

て群落の高さは50cm以下になる。キャンパス内のシ  

バ群落は特別な区分種のない典型下位群落とヤハズソ  

ウ下位群落に区分される。   

典型下位群落は常に刈りこまれ，しかも人の立ち入  

りが少なく踏圧を強く受けない立地に見られる。   

ヤハズソウ，ニワゼキショウ，オオバコ，オニウシ  

ノケグサで区分されるヤハズソウ下位群落は建造物の  

周辺やグランドなどに生育する。  

（2）コウライシバ群落  

Zo）lSiateTuLUoliacolnmunity   

コウライシバはシバよりも葉が細く密な草原を作る。  

ゴルフ練習場のグリーン上のコウライシバ群落は常に  

刈り込まれて植生の高さは5cm程度だが，生活形の  

似た13種の植物と共存している。工学地区の舗装した  

歩道上には周辺からはみだしたようにコウライシバが  

生育している。刈り込みはされないが強い踏圧を受け，  

硬度25～27mmの土壌に生育している。  

（3）ギョウギシバ群落  

Cynodondactyloncommunity   

ギョウギシバはさらに固く乾燥した場所で群落を形  

成している。礫の交じった砂土地ではギョウギシバの  

根茎は地上に露出する。シロツメクサ，チチコグサモ  

ドキ，ヤハズソウなどと混生する。  

18）ホラシノブ群落およびキバナノマツバニンジンー  

ウシクサ群落（ローム層裸地上植物群落）   

塾）he7Wmeris chinensis community and   

エ∠花比mUZ／官よ花王αれ′㍑m－A花dropogo71わreuぴogZ比S   

community（plantcommunity onthebare－   

1andwithKantoLoam）（Table19，20）   

キャンパス内ではローム層ははとんど表層土壌に覆わ  

れ，さらに植生により被覆され，裸地ははとんどみられ  

ない。敷か所に関東ローム層の露出崖面があり，独特  

の赤褐色の粘質土が観察される。ローム層土は固結し  

て堅く，そこには他とは異なる植物群落が観察される。  

（1）ホラシノブ群落  

塾）henomerischinensiscommunity   

教育学部地区のローム層崖ははぼ垂直な切土部分が   

15）ドクダミ群落   

Ho乙↓ttuyniacordatacommunity（Table15）   

樹林や建造物の陰となる場所には耐陰性の草本植物  

の草原がみられる。ドクダミ，アマチャゾル，ミズヒ  

キ，オニタビラコなどの区分種でドクダミ群落にまと  

められた。ドクダミやミズヒキのはかに半陰性のシダ  

類などのソデ群落に特徴的な種群で構成される。植生  

の高さは0．8m以下で植被率は80％以上，平均出現種  

数は15種で適湿な土壌上に生育している。   

ドクダミ群落はイヌワラビとカタバミで区分される  

イヌワラビ下位群落とアズマネザサなどで区分される  

アズマネザサ下位群落に区分される。   

イヌワラビ下位群落は建造物の北側で直射日光が全  

く照射しない立地に生育している。イヌワラビのはか  

にもワラビ，カニクサ，ゼンマイ，ヤプソテツが混生  

する。   

アズマネザサ下位群落は木漏れ日が照射する環境で  

陰樹の木本植物の芽生え・も生育している。  

16）カゼクサーオオバコ群集（踏跡群落）   

Eragrostio ferruglneae－Plantaglnetum   

asiaticae Tx．1977（Table16）  

′ 通路や運動場などの絶えず人に踏まれる場所に生育  

する多年生草本植物群落はオオバコ，スズメノカタビ  

ラ，シロツメクサ，カゼクサ，メヒシバ，クサイを標  

徴種および区分種としてカゼクサーオオバコ群集にま  

とめられた。キャンパス内のカゼクサーオオバコ群集  

は特別な区分種をもたない典型亜群集とツメクサ亜群  

集に区分される。特別な区分種のない典型亜群集は造  

成地の砂利道上で見られる。貧養でしかも強い踏圧を  

受ける立地に生育する。ツメクサ亜群集はツメクサ，  

へラオオバコ，コヌカグサで区分され，やや湿った場  

所に生育する。典型亜群集に比べて受ける踏圧はやや  

弱く，薄い土壌のある立地にみられる。  

17）シバ群落，コウライシバ群落およびギョウギシバ  

群落（シバ草原）   

Zoysiajqponicacommunity，Zoysia tenu的Iia   

COmmunltyand C）′TWdon dactylon community   

（1awn）（Table17，18）  

1968年当時，キャンパスの面積の半分以上はシバ草  

地であったが，現在は建造物の周辺に作られた芝生は  

面積も少ない。常に強い刈り込みや踏み付けの人為的  

影響のもとにあり，ほふぐ性の小型多年生草本植物が  

シバの群落を作る。   

芝生は植栽されたシバ，コウライシバ，ギョウギシ  
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Table15Houttuyniacordatacompmityドクダミ群落   
a：Under unit with AthyriumnlPOnicumイヌワラビ下位群落   
b：Under unitlqith Pleioblastus chinoアズマネザサ下位群落  

群落区分  

通し番号  

謝査番号  

謝査年月日  

謝査面積（ポ）  

海技高（m）  

方位  

傾斜（0）  

草本層の高さ（m）  

草本層の植被率（射  

出現種数  

Community type：  
Relev呑reference number：  

Originalrelev6number：  
Relev6date：  

Relev呑size（ポ）：  

Altitude（m）：  

Aspect：  
Slope（0）：  

Height of herblayer（m）：  
Cover of herblayer（射：  
Number of species：  
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ロifferentialspecles of community：群落区分種   
Houttuynia cordata  ドクダミ   

Polygonum filiforme  ミズヒキ   

Artemisia princeps  ヨモギ   

Commelina communis  ツエクサ   

Oplisnenus undulatifolius  ケチヂミザサ  

Differentialspecies of under unit：下位単位区分種   
Athyrium niponicum  イヌワラビ   

Oxalis corniculata  カタバミ   
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Companion species：   
Dioscorea tokoro   
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Festuca parvigluma   
Cinnamomum camphora   
Celastrus orbiculatus   
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Parthenocissus tr・icuspidata   
Neolitsea sericea   
Solidago altissima   
Hedera rhombea   
Paederia scandens var．mairei  
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出現1回の種数Additionalspecies occuring oncein relev6reference no．1：Fatsia japonicaヤ   
ツヂ＋，Rhaphiolepis umbellataシャリンバイ＋，Trachycarpus fortuneiシュロ＋，Robinia   
pseudoacaciaハリエンジュ＋，Camellia sasanquaサザンカ＋，Acerpalmatumイロハモミジ＋，   
no．2：Smilax ripariavar．ussuriensisシオデ＋，Vitisficifolia var．lobataエビヅル＋，  
Ilex crenataイヌツゲ＋，Pteridium aquilinumvar．1atiusct11umワラビ1・2，Sonchus asperオ   
ニノゲシ＋，nO．3：Lygodiumjaponicumカニクサ＋，Lysimachia japonicaコナスビ＋，Erigeron   
philadelphicusハルジオン2・3，Viciaangustifoliaヤハズエンドウ＋，Poa pratensisナガハグ   
サ＋，Sonchusoleraceusノゲシ＋，Gnaphaliumaffineハハコグサ＋，Taraxacumofficinaleセイ   
ヨウタンポポ＋，Hydrocotylemaritima｝チドメ＋，Carex japonicaヒゴクサ＋，Poa annuaスズ   
メノカタビラ＋，Liriope minorヒメヤプラン＋，Erigeron annuusヒメジョオン＋，Gnaphalium   
purpureumチチコグサモドキ＋，Osmunda japonicaゼンマイ＋，Acalypha australisエノキグサ   
＋，Cyrtomium fortuneiヤプソテツ＋，nO．4：Aralia cordataウド＋，Erigeron suTnatrenSisオオ   
アレチノギク＋，Prunusgrayanaウワミズザクラ＋，nO．5：Lapsana humilisヤプタビラコ＋，   
Galiumspuriunvar．echinospermonヤエムグラ＋，Smilax chinaサルトリイバラ＋，AkebiaX   
pentaphyllaゴヨウアケビ＋，nO．6：Zelkovaserrataケヤキ＋，Desmodiumoxyphyllumヌスビトハ   
ギ＋，Cayratia japonicaヤプガラシ＋，nO．7：Aucuba japonicaアオキ2・2，Ligustrum   
japonicumネズミモチ＋．  
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Table16Eragrostio ferrugineae－Plantaginetumasiaticaeカゼクサーオオバコ群集   

a：Typicalsubass．典型亜群集   
b：Subass．雨th Sagina japonicaツメタサ亜群集  

群落区分  

通し番号  

調査番号  

調査年月日  

謝査面積（ポ）  

海抜高（m）  

草本層の高さ（m）  

草本層の植被率（射  

出現種数  

Co】nmunity type：  

Relev毎reference number：  

Originalrelev6number：  
Relev呑date：  

Relev看size（d）：  

Altitude（m）：  

tleight of herblayer（m）：  
Cover of herblayer（射：  
軋mber of specles：  
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Character species of ass．and bigher unit：擦徴種及び上級単位の種  
Plantago asiatica  オオバコ  

Poa annua  スズメノカタビラ  
Trifolium repens  シロツメタサ  

Eragrostis ferruginea  カゼタサ  
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Differentialspecies of under unit：下位単位区分   
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Companion species：   
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Digitaria adscendens   
Gnaphalium purpureum   
Anbrosia artemisiaefolia  
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出現1回の種Additionalspecies occuring oncein relev6reference no．6：Aster ageratoides   
var．0VatuSノコンギク＋，nO．8：Agropyron kanojiカモジグサ＋2，Pennisetumalopecuroidesチ   
カラシバ3・3，nO．2：Hydrocotyle maritimaノチドメ＋，Bromus catharticusイヌムギ・1・2，   
Veronica persicaオオイヌノブダリ＋，nO．3：Stellaria mediaコハコペ1・1，Digitaria   
violascensアキメヒシバ＋，nO．4：Trifoliumdubiumコメツブツメタサ＋，Spiranthes sinensis   
ネジバナ＋，Lespedeza cuneata var．serpensハイメドハギ＋，Cerastium glomeratumオランダミ   
ミナグサ＋，nO．5Artemisia princepsヨモギ＋，Hydrocotylesibthorpiodesチドメグサ＋・2，   
Cerastiunholosteoides var．anguStifoliumミミナグサ＋，Veroniea arvensisタティヌノアダリ   
＋．   
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Table17Zoysia japonica communityシバ群落   
a：Typicalunder unit典型下位群落   

ヤハズソウ下位群落   

群落区分  

通し番号  

蘭査番号  

調査年月日  

謝査面積（ポ）  

海抜高（m）  

方位  

傾斜（○）  

草本層の高さ（m）  

草本層の稽被率（射  

出現種数  

b：Under unit with Eumerowia striata   

Community type：  
Relev6reference number：  
Originalrelev6number：  
Relev占date：  

Relev看size（ポ）：  

Altitude（m）：  

Aspect：  
Slope（8）：  

Height of herblayer（m）：  
Cover of herblayer（椚：  
Number of species：  

a   

1 2  3  4   
31 41 38 28   
93 93 93 93   
7  7  7  7  
10 23 12 10   
4 1 4  9   
48 48 40 54   
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群落区分種   
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下位単位区分種   
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Differetialspecies of community：   
Zoysia japonica   
Plantagolanceolata   
Trifolium repens  
Differentialspecies of under unit：   
Kummerowia striata   
Sisyrinchium atlanticum   
Plantago asiatica   
Festuca arundinacea  
Companion species：   
Hydrocotyle maritima   
Carex nervata   
Taraxacum officinale   
阻scanthus sinensis   

Poa pratensis   
Hypochoeris radicata   
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Solidago altlssima   
Erigeron annuus   
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Gnaphalium japonicum   
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Paederia scandens var．mairei   
Erigeron sumatrensis   
Erigeron philadelphicus   
Picris japonica   
Lespedeza cuneata var．serpens   
Agrostisalba   
Prunus grayana  
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Pennisetum alopecuroides  
Liriope minor  
SaginaJaPO山ca  
Paspalum thunbergii  

Poa annua  
Kummerowia stlpulacea  
Eragrostis ferruginea  
Fimbristylis rniliacea 
Aster ageTatOides var．・ovatus  
Lespedeza pilosa  
Rubus parvifolius  
Cynodon dactylon  
Commelina communis  
Thesium chinense  
Polygala japonica  

チカラシバ  

ヒメヤプラン  

ツメタサ  
スズメノヒエ  

スズメノカタビラ  

マルバヤハズソウ  

カゼクサ  

ヒデリコ  

ノコンギク  
ネコハギ  

ナワシロイチゴ  
ギョウギシバ  

ツエクサ  

カナビキソウ  
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出現1回の種Additionalspecies occuring oncein relev≦reference no．1：Morus  
bombycisヤマグワ1・1，Galiumspuriumvar・eChinospeTmOnヤエムダラ1・2，nO・3：  
Equisetumarvenseスギナ＋・2，nO・4：Calystegia申OnlCaヒルガオ＋，Rosa   
Wichuraianaテリハノイバラ＋，”uhlenbergia japonlCaネズミガヤ＋，nO．7：Zoysia   
ternifoliaコウライシバ3・4，nO，10：Arundinella hirtaトダシバ＋，nO。13：   
Agropyron kamojiカモジグサ＋・2，Polygonumcuspidatumイタドリ1・1，Gramineae   
SP・（a）イネ科の一種（a）＋・2，nO．14：Acal沖ha australisエノキグサ＋，Lysimachia  

高さ2．5m，長さ約10mにわたって放置されている。  

ローム土は風化して崩れ平均傾斜800の南向き斜面と  

なり，そこにホラシノブ群落が生育している。ホラシ  

ノブ群落はホラシノブ，ゼンマイ，ペニシダ，カニクサ  

などのシダ植物を主とし，それに周辺部から侵入した  

園芸植物が生育する多年生草本植物で構成されている。   

植生の高さは30～40cmで平均出現種数8種，植被  

率30～40％である。生育地は南向きの80～850の斜面  

であり，時に土は崩壊する。植物はわずかな凹状部分  

やクラックに発芽して乾燥に耐え，生育している。群  

落の土壌生成はほとんどなく土壌硬度は30mm＿であっ  

た（Fig．9）。   

ローム層断崖植物群落は関東地方でまだ記載されて  

いない。学内の植物群落はシダ植物胞子の飛来によっ  

てできた先駆植物群落であり，土壌生成とともに遷移  

が進むものと考察される。  

（2）キバナノマツバニンジンーウシクサ群落   

エZ花㍑mリ∠rgよ花王α花㍑m－A71dropogo花わreリ的′Z比S   

COmmunlty   

ローム層裸出地で傾斜がやや緩やかな斜面にはキバ  

ナノマツバニンジン，ウシクサ，メリケンカルカヤ，  

チチコグサ，ヒゲシバを群落区分種とするキバナノマ  

ツバニンジンーウシクサ群落が生育している。キバナ  

ノマツバニンジンはアマ科の帰化植物で夏にはうき状  

の茎の先に小さな黄花をっける1年生草本植物で高さ  

は50cmになる。ウシクサは高さ10cmほどのイネ科の  

1年生草本植物で秋に開花する。キャンパス内の経済・ 鵡  

経営学部地区のゴルフ練習場や運動施設地区の野球場  

の土手のロームの露出地で調査された。   

ロームの露出斜面は常に踏まれているが踏み跡群落  

の構成種オオバコを欠いている。土壌はうすく重義で  

土壌硬度は25～35mmを示した。   

キバナノマツバニンジンーウシクサ群落はさらに以  

下の3下位群落に区分される。  

i）カワラマツバ下位群落：キバナノマツバニンジン  

と生活形の類似したカワラマツバとコゴメパオトギリ  

で区分される。プール南側の斜面の切土造成地上に生  

育する。  

並）コマツナギ下位群落：コマツナギとオオチドメで  

区分される。踏圧によってローム土が堅くなった斜面  

に生育する。生育地は体育施設地区の切土造成地の上  

である。  

址）ヤハズソウ下位群落：ヤハズソウ，コウゾリナ，  

ノチドメの種群で区分される。周辺の草原からの種子  

供給が多くやや湿った立地に見られる。なお，この群  

落に生育するヒゲシバは神奈川県下に分布の少ない種  

であり（神奈川県植物調査会編，1988），フロラ研究  

上注目される。   
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japonicaコナスビ＋，Gentiana zollingeriフデリンドゥ＋，nO．16：Cerastium  
holosteoides var．angustifoユiumミミナグサ＋，nO．17：Trifolium pratenseムラサキ  
ツメタサ＋，Oenot hera biennisアレチマツヨイグサ＋，Puerarialobataクズ＋，  
no．19Rumex conglomeratusアレチギシギシ＋，Arthraxon hispidusコブナグサ＋，  
Gramineae sp．（b）イネ科の一種（b）＋，Luzula capitataスズメノヤリ＋，Justicia  
procumbens var．1eucanthaキツネノマゴ＋，nO．20Festuca myurosナギナタガヤ＋，  
Viola mandshuric a スミレ＋．  

Fig．9 ローム層上のホラシノブ群落。  

Aferncommunity（軸henomerischinensiscommunity）onKantoLoamcliff．   
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Table19Sphenomeris chinensis community  
ホラシノブ群落  
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Table20Linum virginianun－Andropogon brevifolius conmunityキバナノマツバニンジンーウシクサ群落   
a：Under unit with Galium verum var．asiaticum f．nikkoenseカワラマツバ下位詳   
b：Lfnder unit withIndigofera pseudotinctoriaコマツナギ下位群落   
c：Underumit with Kummerowia striataヤハズソウ下位群落   
cl：Typicalunder unit典型下位群落   
C2：Under unit with Hedyotis diffusaブタバムダラ下位群落  
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出現l回の種Additionalspecies occuring oncein relev6reference no．1：Polygonum cuspidatumイ   
タドリ＋，Equisetumarvenseスギナ＋，nO．2Agrostis albaコヌカグサ＋，Arundinella hirtaトダ  バ＋ 
シ・2，Erigeron canadensisヒメムカショモギ1・2，nO．4：Sporobolus fertilisネズミノオ＋，   
no・5：Gentiana zoユ1ingeriフデリンドゥ＋，Bulbostylis densaイトテンツキ＋，Djgitaria   
adscendensメヒシバl・1，nO．6：Polygala japonicaヒメハギ1・2，Lygodium japonicumカニクサ十，   
no・7：Duchesnea chrysanthaヘビイチゴ＋，Viola mandshuricaスミレ＋，nO．8：Artemisia princeps   
ヨモギ1・2，Lysimachia japonicaコナスビ＋，Pleioblastuschinoアズマネザサ1・2，Rubus   
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シロザ変群集はシロザの他にコハコベ， スベリヒユ，  

ヒメムカショモギで区分される。シロザ変群集は日当  

たりの良い管理の行き届いた畑地でみられた。  

20）サンカクイ群落，ヒメガマ群落およびヨシ群落   

（抽水植物群落）   

Sci7PuS triqueter communlty， Typha   

angust拘Iia community and Phragmites   

communis community（Emergend plant   

community）（Table22）   

大学キャンパス内には水域は少ないが，深さ5～7m  

の貯水池が2つ設置されていて雨水および排水を貯め  

る機能をもっている。現在は両貯水池とも土砂が堆積  

しており，晴天時で水深が50cm以下のところに抽水  

植物群落が生育している（Fig．10）。  

19）カラスビシャクーニシキソウ群集   

Pinellio ternatae－Euphorbietum   

pseudochamaesycesMiyawaki1969   

（Table21）   

キャンパス内には教育学部地区や中央地区に畑地が  

散在している。限られた面積での疏菜栽培や教材作物  

栽培が主であるが，そこに1年生草本植物を中心とす  

る畑地雑草群落が生育している。エノキグサ，アキノ  

ェノコログサ，オオイヌノフグリ，イヌビュを区分種  

としてカラスビシャクーニシキソウ群集にまとめられ  

た。カラスビシャクーニシキソウ群集はオヒシバ変群  

集とシロザ変群集に下位区分される。   

オヒシバ，アキメヒシバ，ヨモギ，ハハコグサの種  

群で区分されるオヒシバ変群集は中央地区の土の堅い  

畑地で観察された。  

Fig．10 貯水池内のヨシ群落。  

PhragmitescommuniscommunltygrOWinglnaShallow  

artificialpoolforcollectingrunoffwater・   
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（1）サンカクイ群落 Sci77）uStriquetercommunity  

体育施設地区の貯水池の水深が10cmの地点ではサ  

ンカクイ群落がわずかな面積で卒られる。サンカクイ  

はカヤツリグサ科の多年生植物であり，自然には川辺  

や河口に純群落をつくる。貯水池のサンカクイ群落は  

植生高1mでセイタカアワダチソウをわずかに混生  

するだけの単層構造の群落を構成している。サンカク  

イは9～10月に開花し群落の最盛期となるが冬季には  

地上部は枯死する。  

（2）ヒメガマ群落 Typhaangus材oliacommunity   

貯水池のやや水深の浅い場所はヒメガマ群落に覆わ  

れている。植生の高さは2．5mに達する単層構造でヒ  

メガマ1種だけの群落を形成している。7月ごろに開  

花して独特の種子は11月まで観察される。冬季には地  

上部は枯死して貯水池の水面をおおい，やがて腐植体  

が水深を一層浅くし立地を富栄養化する。ヒメガマは  

ガマ科の大型抽水植物で北半球に広く分布するが種子  

の飛散力が高く，水田放棄地や池沼の芹にしばしば大  

群落をっくる（Fig．11）。  

（3）ヨシ群落Phragmitescommuniscommunity   

貯水池の水深がもっとも浅い部分はヨシ群落で覆わ  

れている。群落の高さは3m以上になり，水深は晴天  

時に3cm以下である。セイタカアワダチソウ，ミゾ  

ゾバ，マツカサススキなどの植物と2層群落をつくる。  

平均出現種数は3種と少ない。体育施設地区のヨシ群  

落に生育するマツカサススキは市街地には比較的稀な  

植物である（神奈川県植物調査会編，1988）。種子源  

が乏しい市街地の中にあるキャンパスの周辺に稀な植  

物がわずかでも生育していることば種子散布がどのよ  

うになされたか興味深い。   

以上の3植物群落はヨシクラスに属する。  

Fig．11貯水池内のヒメガマ群落。  

Typhaangust拘Iiacommunityinthesamerainwater－COllectionpoolasin  
Photo．9．   
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Table21Pinellioternatae－Euphorbietumpseudochamaesycisカラスビシヤクーニシキソウ群集   
a：Pinellioternatae－Euphorbietumpseudochamaesycistypicalsubass．カラスビシヤクー  
ニシキソウ群集典型亜群集   

al：Variante with Eleusineindicaオヒシバ変群集   
a2：Variante withChenopodiumalbumシロザ変群集  

群落区分   

通し番号  

謝査番号  

調査年月日  

調査面積（d）  

海抜高（m）  

方位  

傾斜（0）  

草本層の高さ（m）  

草本層の植被率（射  

出現種数  

Commmity type：   

Relev毒refereIICe numher：  

Originalrelev6number：  
Relev占date：  

Relev毛size（ポ）：  

Altitude（皿）：  

Aspect：  
Slope（○）：  

Height of herblayer（m）：  
Cover of herblayer（射：  
Number of species：  

5
史
U
3
爪
U
1
4
∧
U
 
L
 
■
 
2
0
爪
U
 
 
 
1
9
1
1
 
 
 
5
 
 
 
 
 
 
・
2
1
 
 

1
1
 
 

0
 
 
 

4
7
3
0
1
4
∧
U
 
L
一
3
ハ
U
7
 
 
 
1
9
1
1
 
 
5
 
 
 
 
 
 
・
2
1
 
 

l
 
 

企
U
3
3
0
良
U
2
0
1
」
一
4
∧
U
5
 
 

・
4
1
 
 

5
9
1
1
1
5
 
 

，
 
 

3
3
3
n
U
3
4
4
S
2
5
0
5
 
 

・
9
1
 
 

7
9
1
2
 
 
4
 
 

l
 
 

2
1
3
0
0
4
2
ハ
U
 
L
－
2
八
U
5
 
 

・
2
1
 
 

5
 
 

0
9
 
 

1
，
 
 

0
 
 

0
9
 
 

l
 
 

l
 
 
 

3
3
 

1
1
 
 

l
 
 
 

1
5
 
 

●
7
1
 
 

1
 
 

∧
U
 
 

0
 
 

0
 
 

群集積轍種   

カタバミ   

コニシキソウ   

エノキグサ   

チチコグサモドキ  
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Character species of ass．：   
Oxalis corniculata   
Euphorbia supina   
Acalypha australis   
Gnaphalium purpureum  
Differentialspecies of Variant：   
Eleusineindica   
Digitaria violascens   
Artemisia princeps   
Gnaphalium affine  

Chenopodium album   
Stellaria media   
Portulaca oleracea   
Erlgeron canadensis   
Eragrostls multicaulis  
Companion specles：   
Erigeron philadelphicus   
Equisetum arvense   
Setaria faberi   
Veronica persica   
Amaranthuslividus   
Solldago altissima   
Pleioblastus chino   
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出現l回の種Additionalspeceis occuring oncein relev6reference no・1：Cucurbita   
moschataカボチャ3・3，Zeamaysトウモロコシ2・2，Houttuyniacordataドクダミ1・2，   
Cayratiajaponicaヤプガラシ1・2，Kyllingagracillimaヒメタグ＋，nO・2：Glycinenax   
ダイズ1・2，Hydrocotylemaritimaノチドメ＋，Oenotherabiensisアレチマツヨイグサ   
＋，Imperatacylindricavar．koenigiiチガヤ＋，loungiajaponicaオニタビラコ＋，   
川azuspumilusトキワハゼ＋・2，Sonehusoleraceusノゲシ＋，nO・3：Ipomoeabatatasサツ   
マイモ5・5，Polygonumlongisetumイヌタヂ＋42，Bidensfrondosaアメリカセンダングサ   
＋，Fatouavillosaクワクサ＋，Panicumbisulcatumヌカキビ＋，Erigeronannuusヒメジ   
ョオン＋，Setariaviridisエノコログサ＋，nO．4：Brassicaoleraceavar・CaPitataキャ   
ベツ3・3，Brassica rapa var．amPeXCaulisハクサイ2・2，Raphanus sativus var・   
hortensisダイコン2・2，Digitariaadscendensメヒシバ＋・2，Erigeron sumatrensisオオ   
アレチノギク＋，nO．5：Cyperusmicroiriaカヤツリグサ＋，Setariaglaucaキンエノコロ   
＋・2，nO．6：Viciaangustifoliaヤハズエンドウ＋，Rumexacetosaスイバ＋，Poaannuaス   
ズメノカタビラ＋．   
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Table22Emergent plant community抽水植物群落  
1：Scirpus triqueter communityサンカタイ群落   
2：Typha angustifolia communityヒメガマ群落   
3：Phragmites communis communityヨシ群落   
a：Typicalunder unit典型下位群落   
b：Under unit with Solidagoaltissimaセイタカアワダチソウ下位群落  

群落区分   

通し番号  

訪査番号  

調査年月日  

謝査面積（ポ）  

海抜高（m）  

水深（cm）  

草本層の高さ（m）  

草本層の植被率（射  

出現種数  

Community type：   

Relev6reference number：  
Originalrelev6number：  
Relev虔date：  

Relev畠size（ポ）：  

Altitude（m）：  

Depth of関ter（cm）  
Height of herblayer（m）：  
Cover of herblayer（＄）：  
机Ⅲber of species：  
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Differentialspecies of community：群落区分種  
［互司・  

・担・44・射   

サンカタイ   

ヒメガマ   

ヨシ  

マツカサススキ  

Scirpus triqueter   

Typha angustifolia   

Phragmites communis  
Scirpus mitsukuTianus  
Differentialspecies of under unit：下位単位区分種   

セイタカアワダチソウ ＋   

ミゾソバ  

随伴種   

へクソカズラ   

カナムグラ   

ススキ   

アキノノゲシ  

Solidago altissima   
Polygonum tbunbergii  
Companion species：   
Paederia scandens var．mairei   
Humulus japonicus   
阻scanthus sinensis   
Lactucaindica  

＋
 
・
 
・
 
・
 
 
 

区分種・優占種：コナラ，エゴノキ，ヤマコウバシ。   

分布：北部樹林地区と中央地区に2か所。  

1968年との比較：クヌギーコナラ林で示されていた。   

面積は減少している。  

3）ヤマザクラーミズキ群落 Pr比几比SノαmαSαゐ比rα－   

Cornus controversa community 

相観：3～4層構造の夏緑広葉樹二次林。   

区分種・優占種：ヤマザクラ，ミズキ，メダケ，クズ。   

分布：各地区に広く分布する。  

1968年との比較：造成地跡やシバ草原跡に発達した。   

1968年のシラカシ林地域の大部分を占める。  

4）環境保全林 Environmentalprotectionforest   

相観：3～4層構造の常緑広葉樹林。   

区分種・優占種：1978年以来植栽されたアラカシ，  

シラカシ，タブノキ，クスノキ。   

分布：全地区で帯状ないしは線状配分。   

B．現存植生図 Mapofactualvegetation  

調査された植物群落のキャンパス内における具体的  

な配分は縮尺1／2500の地形図上に以下の20の凡例で  

措かれた。現存植生図は1968年の植生図と比較考察が  

行われた（Fig．12）。   

1）ヤプコウジースダジイ群集 Ardisio－Castano－  

psietum sieboldii   

相観：4層構造の常緑広葉樹林。   

区分種・優占種：スダジイ，シログモ，マンリョウ。   

分布：北部樹林地区，南部樹林地区。  

1968年との比較：スダジイ林と同じ。運動施設地区  

のスダジイ林は消滅し，全体の面積は減少した。  

2）ェゴノキーアナラ群落S妙rαわdpO71よcα一恥erc昆S  

SerrataCOmmunlty   

相観：3～4層構造の夏緑広葉樹2次林。  
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が植栽されている。   

分布：各地区の建造物周辺。  

1968年との比較：キャンパス建設後に増加した。  

12）アズマネザサ，ススキ群集 Arundinario  

chino－Miscanthetum sinensis   

相観：二次禾本草原。   

区分種：ススキ，アズマネザサ，トダシバ。   

分布：中央地区・北部樹林地区。  

1968年との比較：造成後新たに発達した。  

13）チガヤーススキ群落Jmperα乙αC）′gZ花drよcαVar．   

COen乙gii－Miscanthussinensiscommunlty   

相観：二次禾本草原。   

区分種：チガヤ，ススキ。アズマネザサを欠く。   

分布：各地区に広く分布している。草刈り，表土清  

掃が行われる草原。  

1968年との比較：シバ草原地域から発達した。  

14）っる植物群落 Vinecommunity   

相観：夏緑低木一つる植物群落。   

種組成‥ノブドゥ，エビゾル，アオツ、ゾラフジ。   

分布：林縁部や境界のフェンス上にみられる。  

1968年との比較：シバ草原が造成されその跡地に発  

達した。  

15）ドクダミ群落 ガ0乙↓伽ツ几よαCOrdα£αCOmmu－  

nity   

相観：夏緑広葉草本植物群落。   

組成：ドクダミ，イヌワラビ，アマチャヅル，ミズ  

ヒキ。   

分布：建造物や樹林の日陰地。  

1968年との比較：シバ草原を造成した後に発達した。  

16）シバ草原 Zo）′Sipgrassland   

相観：低茎の禾本草原。   

優占種：シバ，コウライシバ，ギョウギシバ。   

分布：建築物の周辺やのり面，運動グランド。  

1968年との比較：面積は減少した。．  

17）踏跡群落 Trampling・COmmunity   

相観：低茎多年生草本植物群落。   

区分種：オオバコ，クサイ，ノチドメ，スズメノカ  

タビラ，カゼクサ。   

分布：各地区の通路やグラウンド。  

1986年の比較：造成後に発達した。  

18）ローム層裸地上植物群落 Plantcommunity  

onthebarelandwithKnato Loam   

相観：低茎草本群落。   

組成：ウシクサ，キバナノマツバニンジン ，タチシ  

ノブ，メリケンカルカヤ。   

分布：教育学部地区，経済・経営学部地区のローム   

1968年との比較：シバ草原の造成後植栽され形成さ  

れた。   

5）クスノキ植栽林 Cよ花花αmO汀㍑〃乃 Cαmpんorα  

Plantation   

相観：3～4層構造の常緑広葉樹林。 ＼   

区分種・優占種：クスノキ。   

分布：工学部地区・南部樹林地区。   

1968年との比較：面積の変化は少ない。境界地域で  

著しい枝打ちが目立っ。  

〆6）クロマツ，ヒノキ植林 PZ花弘S£ん比れわer官£乙C九αm－  

aecyparisobtusaplantation   

相観‥3～4層構造の針葉樹植栽嘩。   

区分種・優占種：クロマツ，ヒノキ，ツルボ，へラ  

オオバコ。   

分布：中央地区に集中している。   

1968年との比較：面積は減少した。ヒノキは列植さ  

れいる。   

7）落葉高木植栽地 Plantation with summer一   

少 greenbroad－1eavedtrees   

相観：落葉高木植栽地。単木が列植されている。   

区分種‥サクラ植栽地，ケヤチ植栽地および庭園の  

高木植栽地などが含まれる。   

分布：各地区。   

1968年との比較：サクラ，イチョウなどの樹林が残  

存している。新しく植栽され面積は増加した。   

8）ヌルデーヤマグワ群落 月ん弘SノαUα花王cα一〟or乙JS  

bombyciscommunlty   

相観：2～3層構造の先駆低木林。   

区分種・優占種：ヤマグワ，ヌルデ，アカメガシワ。   

分布：各地区に点々と分散，小面積群落。   

1968年との比較：シバ群落地から発達した。   

9）モウソウチク林 Pん〆gos拍CゐγS p払わesceJIS  

bamboogrove   

相観：モウソウチクの植栽林。   

区分種・優占種：モウソウチク。   

分布：教育学部地区。   

1968年との比較：ヒノキ林の一角に発達した。  

10）メダケ群集 Pleioblastetum simonii   

相観：メダケの密生した常緑低木群落。   

区分種・優占種：メダケ。   

分布：北部樹林地区と運動施設地区。   

1968年との比較：北部樹林地区のシバ草原に発達し  

た。  

11）低木植栽地 Plahtationwithshrub   

相観：高さ1m以下の低木の植栽地。   

優占種：ツツジ類，ツバキ類を主に多種の園芸植物  
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層の露出地。  

19）畑地雑草群落 Plantcommunityontheculti－  

vatedfields   

相観：低茎1年生草本植物群落。   

組成：シロザ，コニシキソウ，エノキグサ，イヌビユ。   

分布：中央地区，教育学部地区の実習畑や花壇。  

1968年との比較：シバ草原から新しく発達した。  

20）抽水植物群落 Emergendplantcommunity   

相観：抽水植物群落。   

組成：ヨシ，ヒメガマ，サンカクイ。   

分布：運動施設地区と工学部地区の貯水池。  

1968年との比較：新しく建設された他に発達した。   

1）常緑広葉樹林；ヤプコウジースダジイ群集   

2）夏緑広葉樹二次林；エゴノキーコナラ群落，  

ヤマザクラーミズキ群落，落葉高木植栽地．   

本報で調査された植物群落から，植物群落の変化は  

Fig．13に示される。   

建設用地造成後の草原から低木林，夏緑広葉樹二次  

林への進行遷移はきわめて緩やかな速度で進んでいる。  

25年前のシバ草原が，もっともよい条件でエゴノキー  

コナラ群落やヤマザクラーミズ半群落にまで進行した。  

これらの林内では潜在自然植生構成種であるヤブツバ  

キクラスの種はきわめて少ない。特にブナ科植物の幼  

苗はほとんど見られない。キャンパス内のスダジイ林  

（植栽された）が残存しているにもかかわらず，種子  

の分布は広がっていない。   

種子供給の場が少ない都市内では残存自然林は遺伝  

子源として重要であると同時に都市と郊外を結ぶ地域  

への自然種の供給源ともなる。自然林を失った地域で  

は潜在自然植生の幼苗を密植し，再生した「環境保全  

林」を形成することにより，自然遷移の過程を短くする  

ことが可能である（宮脇，1992；Miyawaki，1993）。  

Ⅳ．考 察；25年間の植物群落の遷移  

横浜国立大学の常盤台キャンパスは当初から，緑豊  

かな学園景観の形成をめざして，建設が進められた。  

旧ゴルフ場時代の樹林をできるだけ残す方向で建造物  

の配置が設計された。その結果として，キャンパスの  

南側と北側には管理されない樹林が保存された。そこ  

に発達していた高木林は以下の3群落である。  

Table23Summary tableof evergreen broad－1eaved forest常線広葉樹杯総合常在度蓑  

Community type：  群落区分  

Referehcenumber：  常在度番号  
Nunber of relev6：  謝査区数  

Average number of species：  平均出現種数  
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Differentialspecies of community：   
Kadsura japonica  
Idesia polycarpa   
Disporum sessile  

Cinnamomum japonicum   
Stachyurus praecox  

Ardisia crenata   
Ophiopogon ohwii   
Dryopteris erythrosora  

Pittosporum tobira   
Quercusglau？a   
Quercus myrslnaefolia   
Osmanthus heterophyllus   
Equisetum arvense  
Companion species：   
Zelkova serrata   
Akebia quinata   
Cornus controversa   
Ligustrum japonicum   
Akebia trifoliata   
Aucuba japonica  
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Table24Summary tableof summergreen broad－1eaved forest夏線広葉樹林総合常在度蓑  
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V．キャンパスの自然環境保全・活用に  

ついての一提案一  

キャンパス建設前の1968年の植生調査時，環境保全  

のために生態学的見地から提案がなされた。この提案  

では，潜在自然植生に合致したクスノキ林，スダジイ  

林などは保全に努め，環境整備のための緑化には，潜  

在自然植生の構成種やその許容する範囲の代償植生構  

成種を用いることとしている。それにより，将来の管  

理費を少なくするとともに，横浜国立大学固有の学園  

景観を形成・存続させるよう提案している。   

その後の学園建設では，クスノキ林，スダジイ林な  

どは概ね保全された。さらに1976年からは，潜在自然  

植生に基づいた環境保全林による緑地づくりが行なわ  

れており，自然の豊かなキャンパスが形成される努力  

が行なわれてきた。   

一方，学園の建設が進むにつれ，庭園的・都市公園  

的緑地部分も増加しつつある。こうした公園景観は，  

生態学的には多少不自然であるため，十分な管理費を  

用いて厳重な手入れをしない限り適切な景観が維持で  

きない。多少とも手を抜くといわゆる「荒れた」景観  

となりやすいものである。したがって，緑地の維持そ  

のものが本来の目的ではない学園キャンパスにおいて  

は，維持管理が容易な樹種による緑地形成を目指すこ  

とが望ましい。すなわち，学園内の大部分の緑地は，  

1968年の提案にもあるように，潜在自然植生許容範囲  

内の構成種を用いた緑地形成と現存森林植生の保全を  

図ることにより維持管理費をかけなくても景観維持可  

能にし，庭園的整備は建物周辺など管理が行き届く必  

要最小限の地域にとどめるべきであろう。   

このことは，単に管理費の節減効果のみならず，  

大都市内部における貴重な自然環境の保全・創造につ  

ながるものである。人々は，里山に代表される薪炭材  

の利用など，人間の営みと自然との絶妙なバランスの  

上に成り立っ緑を忘れて久しいため，都市内の貴重な  

街路樹や公園は当然維持費がかかるものとあきらめ，  

生態学的に無理のある緑に大金を投じている例が多い。  

こうした面から，維持管理費が潤沢とはいえない大学  

のキャンパスは，生態学的に無理のない，すなわち維  

持管理の容易な樹種を中心に据えた緑地形成が最も適  

しているといえよう。   

このような自然環境の保全・創造を学内外に向けて  

分かりやすく説明し，誰もが自然に親しめるような学  

園を創造するための一施策として，キャンパスの機能を  

損なわずに，現存する貴重な緑の空間を多面的に利用  

する「EcologicalCorridorPlanof Yokohama  

NationalUniversity」を提案する。このプランの  

テーマは「人為と自然」とし，コリドールを楽しみ，生  

涯学習の一環として遊びながら回ると生態学の基本が  

理解できる仕組みとする。人と緑の共存の姿を視覚化  

するための整備のアイデアをいくつか例示しておく。  

1．遷移と人生の広場  （Fig，14）   

目的：芝草地が高茎雑草となり，さらに低木林，落葉  

高木林，そして常緑高木林に遷移する過程を  

記念写真をとりながら，一生かけて体験する。   

概要：環境科学研究センター南側の芝地の一部を今  

後は一切人手をいれないこととする。この広  

場を訪れる人は，毎年あるいは5～10年間隔  

で記念写真（ビデオ）を撮り，人生の移り変  

わりと，植物の移り変わりを実感する。  

2．遷移の散歩道  （Fig．15）   

目的：「遷移と人生の広場」と同じ主旨を，散歩し  

ながら1時間で理解する促成コース。   

概要：中央広場の芝生を起点とし，教育学部実践研  

究指導センター東側から環境科学研究センター  

西側へ入っていくコースの要所に，各遷移の  

段階の説明板とベンチを設置する。   

3・人為的影響のモザイク広場  （Fig・16）囁   

目的：人の管理の程度によって雑草の姿がいかに変  

わるか，比較しながら観察・理解する。   

概要：中央広場の刈り込み頻度を変化させて，様々  

な雑草群落を示す。来場者は芝生に寝転がっ  

たり弁当を食べながら，踏み跡群落から高茎  

雑草までの変化と刈り込みの頻度について話  

し合う。  

a．夏場週2回の刈込み  

b．夏場過1回の刈込み  

d．夏場月2回の刈込み  

e．月1回の刈込み  

f．年1回の草刈  

4．経済学の庭  （Fig．17）   

目的：美しい日本庭園は，それを維持するために相  

当の維持費を必要とするが，環境保全林のよ  

うな維持費の一切かからない庭も可能である  

ことを示す。   

概要：事務局庁舎前の庭と環境科学研究センター前の  

環境保全林に，整備費用，年間維持管理費用  

を掲示し，来場者は様々な庭のあり方を学ぶこ   
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Fig．16 人為的影響のモザイク広場。  
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5．哲学の小道   

目的：「遷移の散歩道」の中でも，特に好ましい森林  

が形成されているスダジイ林，ミズキ林，環  

境保全林の中で，常緑樹や落葉樹の四季の移  

り変わりを楽しみながら自然の営みを学ぶ。  
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策できるようにする。生態系，森林の構成，  

維持・管理，植物名，土壌，地質，地形など  

の説明板を設置し，学生から職員，さらには  

生涯教育の場としての有効活用を図る。   
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